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内
閣
総
理
大
臣

官
房
参
事
官
の

く朝内行動計画」の内容と基本窒f
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女性たちは政治の場へも果敢にチャレンジ

国連婦人の10年
新たなスタート

婦
人
の
能
力
発
揮
図
る

多
様
な
選
択
の
条
件
整
備
も

一
九
八
五
年
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
ナ
イ
ロ
ビ
世
界
会
議
で
「
婦
人
の

地
位
向
上
の
た
め
の
ナ
イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
」
が
採
択
さ
れ
た
。乙
の
中
で
、

西
麿
二
円
円

δ
年
に
向
け
て
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
の
目
標
達
成
の
た
め

に
努
力
を
し
て
い
く
乙
と
が
決
定
。
事
実
上
、

H

婦

人

ヂ

包

行
〔

δ

年
ま
で
引
き
継
が
れ
、
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
は
、
と
の
時

点
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
総
理
府

・
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部

(
本
部
長

・
内
閣
総
理
大
臣
)
で
は
、
こ
う
し
た
と
と
か
ら
、
「
西
暦
ニ

O
(
δ
年
に
向
け
て
の
新
園
内
符
動
計
画
」
の
策
定
を
検
討
。
昨
年
三
月

に
は
、
婦
人
問
題
企
画
准
進
有
識
者
会
議

(座
長
・
高
橋
展
子
)
に
、
長

期
的
展
望
に
立
っ
た
、
帰
人
関
係
施
策
推
進
に
つ
い
て
の
意
見
の
取
り
ま

と
め
を
依
頼
す
る
な
ど
、
準
備
作
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
月
七
日
、
本
部

会
議
で
こ
れ
を
決
定
し
、
同
十
二
目
、
閣
議
報
告
し
た
。
と
の
「
新
園
内
行

動
計
画
」
は
、
ニ
只

δ
年
に
向
け
た
、
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
、
い
わ

ば
M

指
標
μ

と
も
い
う
べ
き
も
の
。
こ
れ
か
ら
の
整
事
変
化
の
中
で
、

婦
人
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
そ
の
内
容
が
注

目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
同
行
動
計
画
の
目
指
す
と
こ
ろ
、
基
本
姿
勢
等
に
つ

い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
官
房
参
事
官
の
川
橋
幸
子
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

審
議
会
に
婦
人
委
員
の
増
員

自
分
の
人
生
観
を
見
直
す
必
要
も

が
批
准
さ
れ
、
男
女
雇
用
型
高
等
乙
の
豆
つ
の
「
育
児
期
|
|
」
で

法
の
制
定
、
民
法
、
国
籍
法
、
国
民
は
、
こ
れ
ま
で
講
じ
て
き
た
保
育
対

年
金
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
法

・
制
策
、
育
児
休
業
制
度
、
女
子
再
雇
用

度
の
獲
備
は
さ
れ
ま
し
た
。
乙
れ
か
制
度
を
一
一
層
充
実
。
保
育
所
の
増
設
、

ち
は
、
そ
れ
に
溌
を
入
れ
る
時
期
」
夜
間
保
育
、
延
長
保
育
な
ど
も
、
保

(

川

橋

さ

ん

)

育

需

要

に

対

応

し

た

施

策

を

図

る

と

女
性
と
男
性
が
イ
コ
ー
ル
パ

l
ト
い
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ナ
!
と
し
て
人
生
を
生
き
る
社
会
、
る
。

ぞ
れ
が
男
女
共
同
参
加
剖
荘
会
だ
。
ま
た
、
就
業
パ
タ
ー
ン
も
多
織
化

女
性
が
自
分
の
価
値
観
に
あ
っ
た
生
し
て
お
り
「
多
様
な
就
業
形
態

き
方
が
、
自
由
に
選
沢
で
き
る
こ
と

I
l
-
-」
で
は
、
激
唱
し
た
パ
ー

が
必
要
だ
。
特
に
、
近
年
、
女
性
た
ト
タ
イ
マ
ー
の
就
業
条
件
の
引
き
よ

ち
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
や
意
識
に
げ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

は
、
大
き
な
変
化
が
あ
り
、
育
児
期
日
本
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、

を
中
心
に
、
生
き
方
が
多
様
化
し
て
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
皐
い
と
言
わ

い
る
。
と
り
わ
け
育
児
が
終
っ
て
か
れ
て
い
る
。
行
動
計
画
の
中
で
も
、

色
、
再
就
職
を
す
る
人
が
多
く
、
そ
こ
の
ρ
高
齢
化
H

に
焦
点
を
あ
て
た

の
就
業
パ
タ
ー
ン
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
、
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
第
二

パ
l
ト
、
派
遣
労
働
、
自
営
業
(
経
部
の
「
老
後
生
活
等
を
め
ぐ
る
婦
人

験
を
生
か
し
た
)
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
の
福
祉
の
確
保
」
が
そ
れ
。

そ
こ
で
、
同
行
動
計
画
で
は
、
『
多
一
九
八
五
(
昭
六
O
)
年
の
女
性

禄
な
選
釈
を
可
能
に
す
る
条
件
盤
の
人
口
の
中
で
、
老
年

(
六
十
五
歳

備
』
の
中
で
、
「
生
涯
に
わ
た
る
学
以
上
)
の
占
め
る
劃
合
は
、
八

・
四

習
機
会
の
整
備
、
職
業
能
力
開
発
体
人
。
乙
れ
が
西
暦
二
只

δ
年
(
昭

系
の
樹
立
」
「
育
児
期
に
お
け
る
条
七
五
)
に
は
五
人
に
一
人
F

西
暦
二

件
盤
備
の
充
実
」
「
多
一
様
な
就
業
形

O
一
一
五
年
(
昭
一
(
ハ
百
)
に
は
四
人

態
に
お
け
る
就
業
条
件
の
整
備
」
の
に
一
人
に
な
る
見
通
し
。

一
一
一
点
の
胞
策
を
燭
げ
て
い
る
。
「
『
国
連
婦
人
の
十
年
h

の
時
は
、

経
済
的
な
保
障
の
方
に
ウ
エ
イ
ト
を
前
回
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

置
い
て
、
年
金
法
の
改
正
な
ど
が
行
川
橋
さ
ん
は
、
「
こ
の
行
動
計
画

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
が
進
は
、
政
府
が
や
ろ
な
け
れ
ば
な
ら
な

む
に
従
っ
て
、
介
護
が
問
題
に
な
っ
い
基
本
路
線
。
そ
し
て
、
女
性
た
ち
が

で
き
て
い
ま
す
」
(
川
橋
さ
ん
)
自
分
の
人
生
観
を
見
直
す
こ
と
も
必

西
暦
二
円
門

δ
年
に
は
、
寝
た
き
要
。
日
本
で
は
、
本
来
、
家
庭
責
託

り
老
人
の
数
は
一
(
ハ

δ
万
人
に
透
す
は
男
女
平
等
で
な
り
れ
ば
な
ち
な
い

る
見
通
し
。
ま
だ
、
家
庭
責
任
を
女
の
に
現
実
に
は
女
性
の
責
任
が
重

性
が
多
く
担
う
日
本
で
は
、
介
護
は
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
男
女
に
と
ら
わ

女
性
だ
け
の
周
に
か
か
っ
て
お
り
、
れ
な
い
し
つ
け
が
必
要
。
女
の
子
に

社
会
活
動
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
対
し
て
、
一
生
、
自
分
の
好
き
な
仕

家
族
の
機
能
さ
え
も
低
く
な
っ
て
い
事
を
選
ぶ
相
談
に
の
っ
て
い
る
か
ど

く
。
こ
れ
が
解
消
寸
抗
ば
、
共
問
参
う
か
|
|
。
女
性
は
、
育
児
を
め
ぐ
っ

加
も
可
能
に
な
る
と
し
て
、
「
所
得
て
人
生
の
ラ
イ
フ
コ
l
ス
が
違
っ
て

保
障
の
充
実
」
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
く
る
も
の
。
目
的
和
持
っ
て
、
人
生

態
備
」
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
社
の
コ
l
ス
が
決
ま
れ
ば
、
役
所
の
方

会
参
加
の
促
進
」
「
母
子
家
庭
等
の
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
か
ら
」

自
立
と
安
定
」
の
四
施
策
を
展
開
。
「
そ
れ
と
、
家
庭
は
基
本
的
に
大
切
。

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
|
|
」
で
は
、
仕
事
を
し
て
い
く
よ
で
も
、
家
庭
が

と
れ
ま
で
に
指
摘
、
整
備
し
て
き
た
大
き
な
よ
り
ど
と
ろ
と
な
り
ま
す

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
、
家
庭
奉
仕
乙
れ
ま
で
、
女
性
が
働
く
よ
で
気
に

員
派
遣
制
度
の
拡
充
や
デ
ィ

・
サ
ー
し
て
い
た
の
は
世
間
の
自
で
す
が
、

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
一
ま
ず
、
家
族
(
夫
と
子
ど
も
)
の
理

層
の
計
画
的
墜
備
を
図
る
と
と
も
解
を
得
る
こ
と
が
大
事
。
家
族
が
心

に
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
生
活
サ
l
ビ
を
一
つ
に
し
て
い
れ
ば
い
い
と
と
。

ス
を
併
せ
て
提
供
す
る
老
人
保
健
施
意
外
と
家
族
は
適
応
力
が
あ
る
も
の

設
の
箆
備
や
、
在
g
の
施
設
両
面
の
で
す
よ
。
自
分
の
仕
事
に
荷
り
を
持

介
護
を
担
う
要
員
の
確
保
、
介
護
従
つ
こ
と
で
す
」

事
者
の
一
資
質
の
向
上
、
必
要
数
を
確
一

l
i
l
1
1
T+
I
l
l
i
-
-

保
し
て
い
く
と
い
っ
た
施
策
の
展
開
一
会
食
会
あ
る
、
離
別

が

図

色

れ

て

い

る

。

一

「
け

υの
母
子
世
需
の
子
ど
も

行
動
計
画
の
中
で
、
特
に
注
目
し
二

M
町
一

が
、
登
校
拒
否
、
情
緒

た
い
の
は
、
「
平
等
を
基
礎
と
し
た
一

一
&
T
一
不
安
定
に
陥
っ
た
。
相

男
女
の
共
同
参
加
」
の
中
で
、
政
策

・
一
一
一

V
一
談
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

方
針
決
定
へ
の
参
加
の
促
進
を
し
て
一

「
わ
『

が
、
た
び
た
び
家
に
や

い
る
と
と
。

二

到

-

っ
て
来
て
く
れ
、
子
供

こ
こ
で
は
、
国
の
審
議
会
等
に
お
一

r
l
1
k
の
状
態
も
少
し
上
向
い

け
る
婦
人
委
員
の
劃
合
を
増
や
す
と
一
て
来
た
。
そ
の
矢
先
、
母
に
福
祉
事

と
を
主
眼
に
し
て
い
る
。
審
議
会
に
一
務
所
か
ら
、
児
麓
扶
養
手
当
を
切
る
、

占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
一
九
七
五
一
と
い
っ
て
来
た
。

(
昭
五
O
)
年
で
ニ

・
四
物
、
一
九
一

合
合
*
安
い
パ
l
ト
労
働
で
働
く

八
六
年
(
昭
六
一
)
に
は
、
五

・
八
修
一
彼
女
に
と
っ
て
、
月
に
三
万
円
少
々

に
な
っ
て
い
る
が
、
乙
れ
を
、
一
九
一
の
こ
の
手
当
は
、
ま
さ
に
命
の
綱
の

八
七
年
(
昭
六
二
)
1
一
九
九
O
年
一
金
。
な
ぜ
?
と
あ
わ
て
て
福
祉
事
務

(
昭
六
五
)
ま
で
に
、
一

O
物
、
鰻
一
所
に
{
タ
¥
と
、
男
を
家
に
ひ
き
い
れ

終
的
合
円
円
H
U
き

に
は
、
一
五
竺
て
い
る
と
稚
か
か
ら
H

重
P
が
あ

を
自
指
す
と
い
う
も
の
。

一

っ

た
、
と
。
事
情
を
説
明
し
、
カ
ウ

「
日
本
の
場
合
、
審
議
会
は
重
要
一
ン
セ
ラ
ー
か
ら
も
話
を
し
て
も
ら

な
節
策
を
鱈
る
と
い
う
、
特
色
の
あ
一
い
、
よ
う
や
く
手
当
の
継
続
が
認
め

る
と
と
ろ
。
そ
れ
な
り
に
評
価
で
き
一
ら
れ
た
が
、
乙
う
な
る
と
世
間
の
回

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
一
が
と
わ
い
。
子
ど
も
に
は
可
哀
相
だ

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
も
協
力
一
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
自
宅
訪
問
を

を
要
請
し
、
審
議
会
を
は
じ
め
各
種
一
断
わ
り
-
ま
し
た
と

:
:
あ
る
地
方

相
談
員
や
委
員
な
ど
へ
、
婦
人
を
積
一
都
市
で
の
話
。

極
的
に
登
用
し
て
い
く
よ
う
働
き
か
一
合
宵
合
ひ
ど
い
話
だ
と
聞
い
て
い

け

る

方

針

。

一

た

が

、

母

子

寡

婦

福

祉

協

議

会

発

行

言
う
な
れ
ば
、
乙
の
部
分
が
行
動
一
の
雑
誌
「
母
子
展
望
」
(
三
月
発
行
、

計
画
の
H

目
玉
H

。
一
第
八
号
)
で
全
く
別
の
地
方
で
、
瓜

一
昨
年
の
ナ
イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
の
一
一

一
つ
の
事
件
が
起
っ
て
い
る
こ
と
を

要
請
に
応
え
た
の
が
「
国
際
協
力
及
一
知
り
、
開
然
と
し
た
。
た
ま
た
ま
私

び
平
和
へ
の
貢
献
」
0

各
閣
が
そ
れ
一
が
知
っ
た
だ
け
で
二
つ
。
精
密
に
調

ぞ
れ
の
プ
ラ
ン
を
た
て
て
い
る
が
、
一
べ
た
ら
、
も
っ
と
あ
る
か
も
し
れ
な

日
本
で
も
、
対
開
発
途
上
国
へ
の
援
一
い
1
0

助
や
、
各
地
の
婦
人
の
地
位
向
上
の
一

合
合
合

語

tp
が
あ
っ
た
だ
け

た
め
に
貢
献
を
図
る
こ
と
が
緬
わ
れ
一
で
さ
わ
ぎ
た
て
る
福
祉
事
務
所
に
は

て

い

る

。

一

問

題

が

あ

る

と

思

う

。

大

体

、

こ

う

行
動
計
画
は
、
こ
れ
ら
を
推
進
し
一
し
た
つ
げ
口
は
置
名
だ
そ
う
で
あ

て
い
く
こ
と
が
第
一
。
そ
の
た
め
に
、
一
る
。
自
分
の
責
任
も
明
ら
か
に
し
な

第
四
部
の
「
計
画
の
推
進
」
で
は
、
一
い
通
報
な
ど
い
ち
い
ち
と
り
あ
げ
る

行
動
計
画
を
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー

-
一
必
要
も
な
い
し
、
一
応
調
べ
て
み
る

ア
ッ
プ
、
日
本
の
婦
人
の
現
状
と
間
一
に
し
ろ
、
も
っ
と
本
人
を
甥
っ
け
な

題
点
に
つ
い
て
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
一
い
方
法
を
と
る
べ
き
だ
と
思
う
Q

実
胞
。
乙
れ
に
は
、
現
在
、
本
部
長
一
合
合
合
し
か
し
、
も
っ
と
怒
し
い

が
委
嘱
し
て
い
る
参
与
の
人
数
を
増
一
の
は
、
つ
げ
口
す
る
心
理
だ
事
情

員
、
本
部
の
顧
問
と
し
て
活
躍
し
て
一
も
知
ら
な
い
で
男
が
来
て
い
る
な

も
ろ
う
方
針
で
、
推
進
体
制
を
強
化
一
ど

ら
職
業
能
力
の
開
発
と
意
織
の
向
上

を
図
る
よ
う
に
促
す
と
と
を
目
僚
と

し
、
「
一
歳
の
均
等
比
匹
、
育
て
る
の

は
私
、
そ
し
て
あ
な
た
」
を
テ
l
マ

に
実
施
す
る
。

労
働
省
が
啓
蒙
活
動
ヘ

六
月
一
日
か
ら

か
均
等
法
u
月
間

中
小
企
業
中
心
に

労
働
省
で
は
、
昨
年
か
ら
六
月
を

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
月
間
」
と

定
め
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

活
動
の
月
と
レ
て
い
る
が
、
今
年
も

一
月
か
ら
三
十
日
ま
で
を
同
月
間
と

し
て
、
第
二
回
男
女
雇
用
機
会
均
等

推
進
国
民
会
議
の
開
催
な
ど
を
通

し
、
均
等
法
の
啓
蒙
活
動
を
行
う
。

今
年
は
特
に
中
小
企
業
に
均
等
法

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
法
に
よ
る
女

子
の
雇
用
管
理
を
見
直
し
、
改
善
を

図
る
よ
う
に
促
す
ほ
か
、
女
性
が
自

ば‘

、ノ

υw
明
u
s
 

-

-
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グ
女
の
政
治
時
代
d
が
き
た

日

仏

会

館

に

三

百

人

集

う

さ
ら
に
飛
躍
め
ざ
し
て

た。
閉
曹
、
五
時
近
く
。
無
事
に
す

ん
だ
と
去
ふ
安
心
で
、
彊
り
切
っ

た
弓
が
急
に
弛
ん
だ
感
じ
。
ム『瞬

は
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
だ
ち
う
。
明

日
の
慰
労
古
に
つ
き
漫
画
協
醒

す。
八
月
二
十
一
日

(木
)
晴

酎
血
封
岳
、
民
生
KTEず
る
者
約

三
十
名
。
銘
々
か
く
し
芸
を
吐
き

出
し
大
型
。
み
ん
な
三
才
の
富
子

の
長
句
人
か
へ
る
。
和
や
か
な
朗

か
な
ム
割
合
で
棺
わ
る
。
昨
日
ま
で

の
疲
労
一
時
に
幌
っ
荊
ぶ
。

十
時
、
常
鍍
町
の
位
井
東
軒
訪

問
d

野
需
を
持
参
し
た
の
で
汗

だ
く
。
下
駄
代
を
お
支
払
し
、
お

は
身
、
開
辱
御
馳
走
に
な
る
。
大

し
た
広
い
御
宅
と
も
目
7
1ほ
か
っ

た
が
、
主
化
的
な
住
宅
守
、
ピ
ア

ノ
が
恒
T

え
ら
れ

τ品
る
の
が
自
に

つ
き
、
弾
じ

τみ
た
い
樹
動
に
か

ら
れ
た
の
士
一
時
附
宅
急
い
で

伊
ノ
固
ま
肪
時

制
習
が
拍
ま
っ

h~。
仲
々
よ
出
来
。

八
月
二
十
日
(ホ
)

谷
田
掃
人
童
相
A

弓
役
員
時
十

時
ま
で
谷
田
公
金
笠
に
損
由
。
祖

(
@
"
婦
人
吉
ノ
!
ト
に
よ
る

主
蕩
は
柏
崎
ヒ
デ
氏
宅
復
圃

八
名
米
持
章
。
数
人
か
ら
金
、
軒

時
の
寄
閉
あ
り
、
弁
あ
る
)

八月一一
土

ハ
目
安
)
晴

午
前
二
時
よ
り
一
一
一時
半
ま
で
起

4
ぞ
「
キ
ュ
リ

L
大
人
障
」
を
醍

む
。タ
直
後
、
主
人
、
益
田
公
告
宝

へ
(
新
制
中
型
岳
町
附
の
件
)
(
注

l
)。

A
夫
人
拳
『
蝿
人
舎
の

配
柏
の
一件
に
つ
き
、
ご
主
人
が
軍

圃
争
拡
ふ
べ
き
だ
と
か
、
立
首
τ

一え

た
人
に
利

fを
払
ふ
べ
き
だ
と
か

云
っ
て
ぬ
畳
口
し
い
。
笠
宮
軍
仕

に
、
連
圏
平
寄
附
な
ん
て
一
宮
ふ
茅

盾
は
し
た
く
な
い
。

婦
人
会

総

会

八
月
二
十
九
日

(壷
)
晴

石
り
ん
が
着
荷
し
た
と
の
開
工

賢
官
よ
り
の
電
話
に
で
、
受
取
り

方
に
つ
き
、
副
会
昼
、
千
回
申
書

部
長
に
栢
献
す
。
急
な
己
と
な
の

で
、
今
回
H'Jり
会
長
、
劃
ιEEが

取
り
に
ゆ
と
事
に
民
宅

二
時
半
頃
リ
ヤ
カ
ー
岸
』
引
い
て

出
か
け
る
。
五
百
二
十
の
約
車
で

あ
っ
た
が
‘
慎
く
と
ち
A
d
の
申
ゐ

み
軒
両
聞
き
入
れ
て
く
れ
て
、
舎
の

分
を
九
百
、
私
と
曽
根
原
家
に
別

に
百
ケ
竜
王
己
っ
た
。

一
堅

買

や
役
扇
の
政
解
券
受
ば
cる
や
う

度
改
選
さ
れ
る
こ
と
が
憲
法
で
決
め
そ
の
中
で
、
韓
国
で
は
二十一二
の

ら
れ
て
い
る
が
、
周
さ
ん
に
よ
る
と
女
性
団
体
が
蝿
り
、
昨
軍

「
生
存
幅

改
圃
さ
れ
る
車
は
国
会
踊
圃
が
八
対
簡
署
員
企
」
を
轄
成
。
闘
用
デ
レ

場
、
す
産
院
が
二円
H
mw
程
度
と
低
串
。

ピ
闘
の
視
聴
料
吊
払
い
や
、
労
働
者

台
北
市
長
、
高
雄
市
長
な
ど
盈
哩
な
か
色
陣
取
し
で
い
る
多
国
楠
企
輔
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
す
べ
て
ア
ポ
イ
ン
製
話
の
不
買
運
動
な
ど
砕
繰
り
広
げ

ト
(摘
名
制
)
で
選
ほ
れ
る
と
い
う
。

て
一闘
っ
て
い
る
と
い
う。

「抱
名
で
濁
ば
れ
る
国
会
問
圃
の

「
由
要
事
め
発
曹
は
監
視
さ
れ
て

中
に
は
、
四
十
年
也
前
に
長
時
r

い
る
の
で
」
と
、
名
前
を
伏
せ
て
話

で
選
ば
れ
て
以
来
、
そ
@
窓
ま
居
座
す
女
性
に
、
朝
国
の
置
し
い
圏
内
事

っ
て
い
壱
人
も
い
る
。
実
え
な
い
話
情
が
感
じ
ら
れ
た
。

だ
が
、
台
詞
の
圏
全
鵬
圃
の
牢
均
年
酬
い
て
短
冊
眠
闘
「
自
由
光
州

齢
は
七
十
四
時
置
年
長
者
は
九
十

一
九
八
O
露
五
月
」
(
富
山
砂
子

九

暗

で

す

」

柏

、

高

幡

悠

治

・
音
輔
、
幻
綬
社
型

そ
の
H

保
守
制
u

の
中
、
昨
年
九
作
)
が
上
担
さ
れ
た
あ
と
、
朝
日
新

月
に
民
進
党
を
発
足
さ
せ
、
出
辰
、
聞
記
者
の
松
井
や
よ
り
さ
ん
が
、
事

曹
輔
、
壁
百
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
件
捜
(
八
一
き
と
、
一
昨
年
の
ニ

中
で
闘
っ
て
い
る
買
さ
ん
は
、
思
桂
固
に
わ
た
り
光
州
を
訪
れ
た
時
の
揮

に
「
ア
フ
ア
の
女
性
が
手
亭
結
び
と
下
を
、
「
事
件
睡
は
市
民
が
事
件
に

も
に
買
力
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
ふ
れ
る
己
と
を
醍
じ
ゃ
れ
、
軍
旗
た

け
、
大
き
な
砲
事
券
諮
ぴ
た
。
ち
も
殺
さ
れ
た
肉
坦
の
己
主
を
口
に

南
北
の
分
断
が
探
い
昨
を
稽
す
輔
す
る
己
弁
￥
H
V

え
酢
さ
れ
て
い
な
か
っ

園
の
宜
性
は
「
韓
国
で
の
入
閣
嗣
閉
た
が
、
四
年
暗
に
は
投
関
さ
れ
た
者

は
生
存
の
問
胃
ι」
と
ハ
ッ
キ
リ
と
は
ほ
と
ん
ど
駅
感
果
、
何
よ
り
も

闘
っ
た
二

九
十

δ
牢
代
に
用
醐
的
母
、
警
官
中
、
宮
」
し
ζ
圃
安
比
ち
の

な
経
開
成
亜
を
》
同
げ
た
と
い
わ
れ
る
抵
抗
運
動
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
母

韓
国
だ
が
、
そ
の
圃
置
に
は
楢
働
者
や
親
た
ち
は
扇
子
を
返
芦
五
斗

園
出
の
構
性
が
あ
る
も
ソ
ウ
ル
の
ス
棋
は
渇
岬
せ
よ
H

N

車
件
の
頁
相
を

ラ
ム
簡
で
は
保
穫
も
受

U
B
れ
ず
宮
口
か
に
せ
?
の
三
大
ス
ロ
l
ガ

に
、
置
し
ミ
曹
ら
す
労
骨
者
が
六
掛
ン
の
ち
と
、
当
局
の
弾
匡
に
も
め
げ

見
ら
れ
る
。

ず
闘
っ
て
い
る
。
惣
c
れ
た
息
子
や

ま
た
、
政
府
の
マ
ス
コ
ミ
間
制
で
夫
、
肉
親
の
里
志
宇
誕
ぎ
た
い
と
い

曹
輔
が
制
約
さ
れ
て
お
り
、
農
民
ゃ
う
執
念
が
略
レ
ロ
れ
た
。
い
ま
光
州

労
働
者
が
い
く
ち
声
を
あ
げ
て
も
曹
は
N
沈
黙
の
光
州
u
か
5
H怒
円
め

遭
さ
れ
な
い
た
め
に
忠
実
が
伝
わ
ら
光
州
6

へ
と
、
確
買
に
変
っ
て
き
て

な
い
状
剖
だ
。

い
る
」
と
報
告
し
た
。

(揖 3種劃贋物認可第 833号

な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
九
八
骨
は
ま

だ
男
性
、

二
十
一
世
日
阻
ま
で
に
五

O

骨
の
女
性
揖
闘
を
出
し
た
い
」
(一一
一

井
さ
ん
)
「働
く
働
か
な
い
の
枠
を
は
ず
し

て
司
し
女
安
」
し
ず
共
闘
し
た
い
。

行
政
と
曙
金
に
は
円
円
》
先
生
、
円
む

際
基
と
い
う
関
係
以
外
何
も
の
で
も

な
い
巴
先
生
と
君
わ
れ
な
い
い
世
J

に

揖
力
し
た
い
」
(
拒
回
さ
ん
〉

「
女
性
が
半
分
い
る
の
笠
コ
た
り

前
で
、
着
い
人
も
老
人
も
障
曹
者
も

い
る
の
が
笠
宮
」
(
小
島
草
ん
)
と

コ
メ
ン
ト
。

会
掛
か
ら
も
、
選
撃
に
立
っ
た
人
、

手
伝
っ
た
人
か
ち
意
見
が
出
た
。

-. 亀怒りの光州遠に変っていると報告する

松井やよりさん

ア
ジ

ア

の

女

性

と

の

連

帯

と

映

画

の

集

い

韓
国
の
民
主
化
へ

そ
の
中
で
周
ぎ
ん
は
、
八
一
年
の

初
湾
事
で
鰻
高
点
で
当
選
。
昨
年
九

月
に
は
艮
遁
買
を
組
欄
し
、
ト
ヮ
プ

で
再
酒
軒
鼠
た

K
九。

弁
壁
面
充
実
一
も
、
反
乱

揮
で
現
在
控
部
己
れ
て
い
る
。

「
反
瓦
界
に
民
対
す
る
私
が
司
会

輔
副
に
当
選
じ
た
の
は
、
そ
戸
レ
た

運
動
が
国
民
に
臨
め
ら
れ
、
支
持
さ

れ
て
い
る
ゆ
主
あ
何
よ
り
の
証
拠
で

し
ょ
う
」
介
逐
ベ
宅
。

苗
閣
の
酒
業
ほ
、
璽
議
員
が

六
年
に
一
度
、
守
拝
間
院
が
=
一年
に
一

猛
烈
な
艶
い
官
会
面
通
筋
が
広
が

っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
を
、
己
の
害
視

壊
し
て
き
た
仲
野
欄
弔
さ
ん
〔
堕
島

区
画
県
鴨
中
学
校
教
齢
、
畢
煙
教
育

を
す
す
め
歪
百
代
表
)
が
、
「閉
斬
ア

メ
リ
カ
覇
煙
融
商
事
情
〉
」
閉
し
て
、

五
月
二
十
三
日
、
東
京
目
西
新
宿
の

工
学
院
大
学
斬
宿
校
告
で
報
告
書
を

開
い
た
。

仲
野
亨
ん
が
回
っ
た
の
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ミ
ネ
ソ
タ
、
号
、
永
ア
ポ
リ

ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
四
つ
の

内
ミ
永
ソ
タ
は
室
内
四
寅
清
浄
呆

倒
が
出
来
た
置
旬
の
州
で
、
ミ
ネ
ア

ポ
リ
ス
は
畢
埋

・
帥
煙
の
先
進
州

だ。
「
車
初
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
開
の

通
勤
時
#
見
晶
子
し
ま
し

h~。
揖
行
哩

煙
娃
涼
っ
た
く
見
当
ら
な
か
っ
た
」

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
喫
陣

串
は
=一

O
骨
あ
り
、
生
活
水
惜
の
低

い
者
の
方
に
哩
煙
者
が
多
い
と
い

内
J
O
「
黒
人
の
生
宮
地
区
で
あ
る
ハ
l

レ
ム
に
行
っ
た
時
古
び
た
瞳
物
が

並
ぶ
中
に
、
ひ
と
障
目
立
っ
た
新
レ

い
大
き
な
署
恒
が
あ
り
、
ぞ
れ
が
タ

パ
コ
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
も
の
で
、
腹

立
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
」

己
己
数
年
、
ア
メ
リ
カ
で
車
煙
、

肺
煙
運
動
が
準
ん
で
来
た
の
は
行
政

の
力
も
あ
る
o智
段
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
で
は
、
劇
咽
、
副
担
H
1
瞳
咽
、

商
盾
な
ど
は
、
指
宴
c
れ
た
輔
所
以

外
の
喫
煙
は
輯
広
に
、
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
1
、
列
車
、
タ
ク
シ
ー
な
Y
矢
半

の
公
共
咽
所
M
V
曲
解
岡
田
に
な
る
。
タ
パ

コ
が
田
支
患
は
、
ホ
テ
ル
の
個
室

の
中
か
自
室
与
ら
い
と
い
弓
品
開
し
い

条
例
。
遣
反
寸
r

れ
ば
、
園
高
二
百
五

十
J
の
罰
金
、
十
五
日
以
内
の
禁
固

だ
と
い
う
。
五
月
七
白
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
奇
は
ず
だ
苛
た
が
、
惜
嗣
不
十

l米国の禁煙教育事情|

仲野暢子さんが報告

に
回
っ
て
、
医
師
か
ら
一
般
の
人
に

配
っ
た
り
。
ま
た
、
学
校
に
は
禁
煙

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
還
り
、
そ
れ
に
構
っ

た
教
育
を
し
、
売
ア
す
れ
ば
賞
金
を

出
す
。
京
極
活
動
の
帽
告
に
骨
助
成

仲
草
子

z
f

襲
撃
小
ス
タ
人
下
)
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か
え
-
ら
れ
る
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
い
る
。
申
車
料
道
用
ナ
ベ

の
揖
に
、
調
曲
し
た
ナ
ベ
の
明
色
は
、

揖
鹿
(
ち
せ
ん
)
状
の
ヒ
ー
タ
ー
を

〈
熱
効
串
が
良
く
怨
る
〉
叡
計
す
る

な

ど

、

劫

宅

晶

画

エ

永

ル

ギ

ー

に

も

イ

ン

ド

〈

プ

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ラ
イ
ン
ド
軒
扱
ん
だ
二
重
ガ
ラ
ス
内

る

。

に

空

高

R
F錆
輔
さ
什
器
己
と
に
よ
っ

闘
理
時
に
出
る
虐
が
台
記
聞
や
都
塵
玄
買
は
闘
し
く
、
冬
は
暖
か
に
)
、

を
汚
す
元
に
な
る
乙
と
は
曹
皐
ふ
で
辛
供
部
毘
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
の
串
酌

も
な
い
。
従
来
は
、
部
屋
の
上
部
に
が
簡
単
に
で
き
る
配
輔
が
あ
り
、
自

慢
開
国
を
つ
肘
、
煙
車
い
あ
げ
て
を
ひ
く
。
ま
た
、
い
な
が
ら
に
各
部
塵

外
に
出
す
宵
司
法
が
主
だ
が
、
と
と
で一

の
闇
明
、
エ
ア
コ
ン
、
暗
買
挺
を
曹

は
、
ヒ
ー
タ
ー
の
わ
き
に
強
力
な
眠
麗
で
安

Z
ホ
l
ム
オ
l
ト
メ
l
シ
ョ

込
忍
装
置
が
つ
い
て
い
て
、
床
下
を
ン
(
も
ち
角
ず
内
外
出
先
か
ら
電
話
一

遇
し
て
外
へ
排
罰
薪

T
号
方
法
を
取
本
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
)
に

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
煙
や
噴
い
か
な
っ
て
い
て
安
吾
吋

部
屋
に
広
が
る
前
に
眼
い
肇
抗
て
喪
主
主
暦
と
り
亭
按
じ
さ
持
、

し
占
い
、
台
所
は
い
つ
も
ク
リ
ー
ン
。
お
牢
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
奪
心
し
て

闇
望
ロ
に
は
そ
の
他
、
福
間
オ
l
プ
住
め
る
工
夫
が
聞
用
に
斐
c
れ
て
い

ン
、
曙
磁
園
田
開
な
ど
も
組
み
込
芯
る
。

れ
て
い
て
、
多
禄
な
使
い
方
が
出
来
オ
l
ル
電
化
で
な
く
と
も
、
現
在

る

。

の

止

吉

に

一

つ

の

電

化

シ

ス

テ

ム

を

オ
ー
ル
電
化
で
、
現
が
な
く
、
安
取
り
入
れ
る
だ
け
で
、

車
か
で
、
い

全
で
糟
鵬
、
明
る
く
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ま
ま
で
h
湿
っ
「
主
活
が
昼
間
で
き

感
覚
り
キ
ッ

T
6
1

る
。
夢
戸
福
間
帯
が
ふ
く
民
否
。

安斎 f、来斤 M

置
問
は
、
私
た
ち
に
便
利
さ
堕
か
さ
、
簡
恨
の
可
能
態
と
夢
を
与
え
間
廿
で
い
る
。
置
問
器
具
の
発
塵
に
よ
っ
て
女
性
の
埜
蓬
勾
カ
容
期
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
。

童
生
}
閣
が
己
れ
か
民
委
J

電
化
さ
れ
て
い
く
か
l
l
葉
来
の
、
私
た
ち
の
n
ヂ
を
具
体
化
し
展
示
し
て
い
る

2
7

ベ
ル
ビ

I
引
の
中
に
あ
る
東
京
電
力

(
替
の
「
エ
レ
ト

ピ
ア
!

日

」
が
人
罪
呼
ん
で
い
る

0
4・
ベ
ル
ピ

J
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
帽
の
「
費
し
い
耳
A
C
」
の
意
味
で
、
純
一
紀
に
向
法
九
快
適
、
安
全
憧
鷹
山
田
な
暮
ら
し
亭
纏
軍
レ

て
い
る
も
日
本
で
初
め
て
の
、
オ
ー
ル
軍
化
住
宰
あ
聴
由
展
示
欄
で
を
寄
令

J

R
Z
麗
駅
か
ら
パ
ス
で
約
十
分
三
置
市
役
所
と
は
目
、
戸
園
田
の
先
の
暗
所
で
、
ラ
・
ベ
ル
ビ
ー
に
は
車
種

の
エ
レ
ト
ピ
ア
I
-
E

(
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
合
わ
せ
た
意
味
)
の
ニ
慣
の
他
に
、
日
本
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
十
社
の
毛
デ
ル
ハ
ウ
ス
も
墓
否
C
れ
て
い
る
。

近
未
来
の
か
夢
d

を
展
示

日
本
初
の
オ
ー
ル
電
化
住
宅

か
さ
れ
る
。
玄
聞
に
人
る
ル
靴
乾
燥
に
優
れ
た
も
の
で
、
軍
を
新
揮
す
る
っ
て
お
い
て
も
畦
唖
で
き
る
の
が
瞳

シ
ス
テ
ム
の
あ
る
下
院
有
廊
下
と
場
合
は
、
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
睦
冊
高
弓
乙
れ
か
ち
の
梅
雨
の
事
聞
や

量
の
ち
ょ
っ
と
し
益
高
罰
だ
。

外
に
布
署
干
せ
な
い
草
で
は
ぜ
ひ

用
し
て
電
聞
温
水
器
吾
桓
置
。
従
来
ま
た
、
オ
l
ル
量
化
の
キ
y
チ
ン
、
酷
し
い
シ
ス
テ
ム
匂

の
温
水
器
の
幅
は
、
且
0
3
一円
δ

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
が
股
置
さ
れ
た
卜
料
理
が
好
き
、
酬
い
は
別
に
し
て
、

H
J
あ
っ
た
が
、
配
水
管
な
ど
を
ユ
ニ
イ
レ
な
ど
、
新
し
い
鼠
み
が
盛
沢
山
「
ス
テ
キ
!
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
料
理

よ
化
年
ハ

Q
ン
に
し
て
、
屋
内
に
に
冊
り
込
ま
れ
て
い
る
。
で
き
た
ち
」
と
躍
も
が
、
自
を
輝
か

取
り
つ
吋
や
す
く
レ
て
い
る
も
こ
れ
一
方
、
〈
エ
レ
ト
ピ
ア

E
E
V
慢
す
の
が
キ
ッ
チ
ン
。
使
い
や
す
い
L

一
台
で
一
底
面
、
台
所
、
既
面
所
な
ど
、
老
夫
婦
と
の
岡
屈
を
想
定
し
た
二
階
平
皇
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
で
、
手
を

蛇
口
き
ね
れ
ば
、
ど
己
で
も
お
揖
瞳
住
宅
で
、
、
留
と
も
に
の
び
の
び
近
ず
け
る
だ
け
で
式
首
歪
自
動
水

が
恒
え
る
。
エ
ア
コ
ン
も
宰
丙
樫
、
す
る
軍
を
目
指
し
て
睦
酎
さ
れ
て
い
桧
、
ス
イ
ッ
チ
O
Nで
上
下
す
る
吊

空
界
慢
を
一
体
作
U
た
ス
ル
1
芝
ワ
る
。
エ
レ
ト
ピ
ア
・
!
と
岡
揮
、
多
戸
棚
、
洗
い
か
ら
乾
輔
ま
で
自
動
に

才

l
ル
型
エ
ア
コ
ン
に
。
開
能
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
混
水
田
は
や
っ
て
く
れ
る
童
謡
洗
い
幡
、
コ
1

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
多
槽
障
も
ち
ろ
ん
飯
田
さ
れ
て
い
る
。

ナ
l
#
利
用
し
た
童
器
の
乾
揖
構
。

ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
。
保
市
圏
乙
れ
が
あ
る
と
随
分
和
室
あ
生
活
一
首
の
モ
ー
タ
ー
で
、
上
部
の
器
具

や
サ
ウ
ナ
、
首
面
・
シ
ャ
ワ
ー
室
ユ
も
曜
に
な
る
の
で
は
。
と
思
っ
た
の
を
付
。
替
れ
ば
、
ミ
キ
サ
ー
、
ジ
ュ
ー

ニ
ッ
ト
を
一
台
の
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
が
が
畳
唖
聞
と
押
し
入
れ
の
申
で
で
き
サ
l
、
由
理
カ
ッ
タ
ー
な
ど
、
多
揖

保
情
、
蛇
蝿
、
枯
問
、
補
唖
開
吾
子
る
布
団
乾
惜
シ
ス
テ
ム
。
属
議
聞
は
、
に
惇
え
る
帯
融
情
型
プ
レ
ン
ダ
l。

る
と
い
う
、
大
変
な
働
安
暑
な
の
だ
。

カ
ー
ボ
ン
面
状
発
熱
体
を
曇
聾
の
下
位
飯
器
は
、
な
ん
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
と
い
う
の
に
恒
い
量
が
ホ
カ
ホ
カ
ど
唖
か
。
ジ
に
収
納
さ
れ
た
茎
さ
甑
が
蚊
吋
る

は
、
空
罰
平
水
の
温
度
事
の
も
の
を
ュ
l
タ
ン
と
一
味
直
っ
た
履
か
い
畳
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
す

黙
捕
と
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
感
触
が
味
わ
え
る
。
押
し
入
れ
で
べ
て
の
器
具
が
ピ
ッ
タ
リ
収
納
さ
れ

。
咽
告
は
、
従
来
信
ち
れ
て
い
た
惜
の
布
団
乾
慢
は
、
伊
レ
入
れ
の
壁
画
る
辛
つ
位
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
キ

離
庫
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
俳
舶
を
利
か
ち
温
圃
が
出
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ァ
チ
ン
台
の
上
は
ス
y
キ
リ
。

用
す
る
シ
ス
テ
ム
な
の
で
、
電
力
の
る
。
従
来
の
布
団
乾
惜
患
と
遭
っ
て
、
ま
た
、
シ
ン
ク
の
下
に
は
墨
有
価

梢
圃
量
も
ヒ
ー
タ
ー
の
三
分
の
一
か

一
度
に
敵
組
の
布
団
が
腔
頒
で
き
、
風
出
慨
が
あ
り
、
腰
を
か
が
め
な
く
て

ら
宣
分
の
一
く
ら
い
と
い
う
睦
済
性
タ
イ
マ
ー
を
セ
y
卜
し
て
お
け
ば
政
色
、
足
で
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
り
比

め
た
り
す
る
己
と
が
で
き
、
便
利
で

暖
か
な
配
曙
も
歪
C
れ
て
い
る
。

中
央
の
ア
イ
ラ
ン
ド
型
セ
ン
タ
ー

調
翌
日
は
、
料
理
に
よ
っ
て
い
ろ

い
ろ
は
タ
イ
プ
の
ヒ
ー
タ
ー
に
取
り

ラ
・
ベ
ル
ビ
ー
は
、
昨
年
四
月
二

土
ハ
日
に
オ
1
プ
J
し
で
、
一
年
間

で
四
万
}
平
人
も
の
見
単
告
が
あ
っ

た
と
い
内
天
罰
ぷ
り
。
平
日
は
、
建

覇
、
工
璃
庖
、
健
酎
事
脂
起
用
の
人
、

つ
ま
り
捕
界
関
係
者
が
多
く
、
土、

田
園
臼
は
、
己
れ
か
ち
家
を
建
で
る
、

増
改
警
を
予
定
し
て
い
歪
軍
棋
連
れ

が
多
い
と
い
う
。

己
こ
で
は
、
電
化
眠
冊
・
般
計
の

相
敏
、
イ
ニ
シ
守
ル
コ
ス
ト
(
世
憎

号
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
〈
運
転
ぎ

の
酎
障
や
槽
器
配
置
函
の
作
図
ま
で

開
料
で
や
っ
ア
ミ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
い
る
。

エ
レ
ト
ピ
ア
l
-
z
は
、
一
一
棟
と

も
=
琶
代
問
屋
副
荏
宅
で
、
ぼ
ぽ
周

回悼
の
電
化
股
帽
に
な
っ
て
い
る
。
家

臨
そ
ろ
っ
て
、
臨
ち
レ
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
で
き
る
住
宅
、
〈
エ
レ
ト
ピ
ア

I
V
は
、
由
同
電
T屯
甚
木
来
に
お
け
る

蝿
由
住
宰
の
電
化
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
(
財
)
住
宅
部
品
開
開
セ
ン
タ
ー

に
研
究
静
養
託
し
、
慢
罵
し
た
も
の

を
員
体
化
し
た
恥
あ
だ
。

玄
関
に
立
っ
と
、
自
動
点
灯
装
置

の
常
夜
灯
が
パ
ッ
と
っ
き
、
ま
す
躍

国受E(土曜 日〉

「
私
の
老
い
構
え
」
持
品
以

1987年 5月 30日

文
化
出
版
局
刊

樋
口
恵
子
持

近
ご
ろ
日
本
人
に
も
っ
と
も
関
心
掴
ロ
さ
ん
の

「私
の
老
い
惇
え
」

の
高
い
テ
1
7は
「高
齢
化
社
A
n
」。

は
、
時
酷

「
ハ
イ
ミ
セ
ス
」
の
週
間

老
人
間
昭
の
本
は
多
い
が
、
車
遅
出
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
ユ
ー
モ
ア
た

た
N

名
指
H

に
つ
い
て
の
本
を
-
一
冊
っ
ぷ
り
、
ま
こ
と
に
高
し
ζ
、
と
さ

間
ん
ど
。

に
ふ
さ
出
し
な
す
り
一
割
に
観
的
吾

(3 ) 

" 

エレ卜ピア I 
が
、
実
は
な
か
な
か
時
制
な
問
圏
、

辛
ら
つ
な
日
本
社
会
批
判
を
含
ん
で

い
る
。
た
と
え
ば
、
圃
苛
逗
且
の
間
昭

晒
口
さ
ん
は
4
少
一
も
に
酎
陣
を
ゆ
ず

る
8
と
い
う
。
特
に
女
の
曙
合
、
た

よ
円
め
央
に
兇
な
れ
、
平
少
ち
に
す

が
り
つ
き
た
い
日
も
ち
い
よ
い
よ
揖

く
末
出
家
を
掴
ね
ま
い
と
自
ら
掴

間
版
画
用
の
ハ
ン
を
つ
キ
「
軍
層
敵
、

株
か
ら
預
貯
金
ま
で
息
子
夫
閣
に
遁

す
て

つ
年
で
平
ど
も
の
鴫
倖
示
か

わ
る
ー
ー
。
な
ん
で
日
本
で
は
こ

う
主
」
も
に
ペ
コ
ペ
コ
す
る
か
、

F

権
H

が
強
す
さ
吾
、
と
掴
ロ
さ
ん
は

怒
る
。
今
、
日
本
の
辛
人
も
芯
ゃ
ぎ
、
μ
腰

の
曲
が
っ
た
u

、
芝
自
に
出
て
く
る

よ
う
な
典
即
商
岳
人
は
か
げ
を
ひ
そ

め
、
七
十
に
な
っ
て
も
八
十
に
な
っ

て
恥
醤
す
じ
も
シ
ャ
ン
と
の
ば
し
て

3 

" 

の

~tI\"'Í J'、
¥三ジ

込め
望f;;; 

Eヲ

TEPCO 
プラザ

暮
ら
し
の
輸
が
ひ
ろ

が
る
情
報
ス
ペ
ー
ス

光が丘

金
を
出
す
な
ど
、
活
動
の
た
め
の
痩

助
#
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
運
動
車
た
『
示
学
世
へ

行
さ
、
牛
荏
た
ち
の
カ
ウ
ン
セ
J
7ー

も
行
う
一
。
ビ
デ
オ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
値
つ
て
の
事
館
教
育
は
も
ち
ろ

ん
、
現
在
吸
っ
て
い
る
生
捷
を
蝿
め
、

罰
煙
コ
ど
7
ヌ
ト
を
役
会
生
徒
会

も
こ
れ
に
協
力
す
る
な
ど
、
峠
穫
の

自
発
件
葬
薗
値
し
た
指
導
を
行
っ
て

い
る
。「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
も
、
他
人

に
雰
か
廿
て
は
い
け
な
い
と
、
車

煙
条
例
の
臨
し
い
州
で
す
が
、
ぞ
と

の
市
民
運
動
を
や
っ
て
い
る
人
に
聞

く
と
、
十
年
前
ま
で
は
日
本
と
円
υ

状
況
だ
っ
た
が
、
己
己
二
年
に
芦
き

く
変
っ
て
来
た
と
曹
っ
て
い
ま
し

た」
同
州
に
あ
る
非
喫
煙
者
の
梱
利
協

の
墜
に
は
、
大
き
な
ア
メ
リ
カ
地
図

が
貼
っ
て
あ
り
、
璃
極
に
闘
す
る
条

例
が
出
来
た
州
に
揖
を
た
て
て
い

る
。
条
例
の
あ
る
州
、
憤
肘
し
て
い

る
州
帯
吾
わ
せ
る
と
四
十
州
軒
巷
え

歪
芯
で
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
吸
っ
て
い
岳
人
に
止
め
る
と
い

う
運
動
で
は
な
く
、
世
わ
な
い
人
の

睡
康
を
骨
品
連
動
を
園
開
し
て
い
る
」

ピ
パ
リ
l
ヒ
ル
ズ
で
は
、
四
月
か

ら
レ
ス
ト
う
ン
、
劃
輔
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
で
は
購
題
。
畠
反
す
れ
ば
五
百

J
以
下
の
罰
金
か
、
そ
れ
に
等
し
い

横
田
と
い
う

E
弓

仲
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

は
瞳
煙
が
当
黙
で
、
明
煙
で
き
る
咽

所
者
決
め
る
、
と
い
う
ま
で
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。鑑

H

F

T

〉
必

園
副
司
鼠

一一函
弘
通

目
幽

V
A

J
括
幽
一

二
割
層
圏
面
一

多
機
能
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム

(
エ
レ
ト
ピ
ア
・
I
)

一台で、保冷・乾揖桔湯・滑瞳房と伺祖もこなす書棚能型。外賓在室内にEり入れるヒートポンプシステムは、省エ永タイプで、経溝住にも優れている

エレトピ7・E

生
き
て
い
る
。
し
か
し
、
ぶ
当
に
H

老

い
た
け
な
わ
H

と
い
う
ま
示
老
い

方
を
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。
桔
回
、
目
白
者
待
っ
て
老
い
る

に
は
、
苦
い
る
前
か
円
ずの
生
き
方
、

と
い
う
己
と
に
な
り
早
え
J

だ
が
、
聾

し
み
な
が
ら
生
主
方
、
老
い
方
を
考

一
え
再
迂
る
一
岡
、
に
な
っ
て
い
る
。

西
侭
さ
ん
の
本
は
、
著
者
が
、

一一

十
三
年
閣
の
蝿
措
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
の
活
動
の
中
で
出
蚕
っ
た
多

く
の
人
か
色
鞍
γ

え
ら
れ
た
と
い
う
、

H

長
い
方
M

ν

占
い
て
か
ら
の
生
き

方
“
亭
晶
聞
い
た
実
用
性
b
壷
く
加
味

し
た
エ
y
セ
イ
県
で
あ
る

白
分
。
英
わ
な
い
で
、
人
間
聞
保

-
R
開
に
、
曙
作
ヤ
ノ
ス
テ
ム
、
電
銅
色
使
え
る
。
ス
ペ
ー
ス
3
・

4
は
、
現
在
を
反
映
じ
て
、
ワ
ー
プ
ロ
、
ハ

惜
岩
#
便
っ
て
み
た
い
と
い
う
入
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
1
ム
に
な
っ
て
お
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
、
ホ
l
ム
ベ
l
力

は
、
「
T
E
P
C
Oプ
ラ
ザ
・
光
が
り
、
南
暖
開
シ
ス
テ
ム
、
照
明
コ
ン
リ
l
、
電
磁
醐
理
器
な
ど
に
人
慣
が

岳
の
展
示
明
春
す
す
め
た
い
。
轍
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
、
大
型
ノ
ロ
ジ
あ
る
。

開
区
の
光
が
丘
団
地
の
ほ
ほ
中
央
に
ェ
ク
タ
1
、
A
V
シ
ス
テ
ム
、
ピ
デ
利
用
希
望
者
は
「
T
E
P
C
Oプ

あ
る
光
が
丘
ヲ
イ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
オ
嗣
揖
シ
ス
テ
ム
、
茎
宇
多
量
薮
遜
ラ
ザ
・
光
が
丘
友
の
委
」
に
入
金
す

l
M
A
の
三
階
に
あ
る
車
電
の
屋
市
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
こ
れ
専
帯
榎
つ
れ
ば
(
入
金
園
、
合
園
開
料
)
躍
に

咽
だ
(
四
月
に
オ
l
プ
/
)
。
て
歯
闘
や
映
闘
金
、
少
人
散
の
セ
ミ
で
点
肩
年
、
く
れ
る
。
ス
ペ
ー
ス
は

晋
週
の
展
示
唖
と
亜
弓
め
は
、
倒
ナ
l
専
も
出
来
否
。
ス
ペ
ー
ス
5
は
、
グ
ル
ー
プ
で
、
電
罰
槽
器
は
一
週
間
。

え
つ
け
ら
れ
た
按
備
と
ス
ペ
ー
ス
が
日
本
間
で
、
お
茶
、
お
花
、
-
圏
、
電
化
H
竃
Mm料
が
私
た
ち
に
取
っ

m
麦
、
興
味
あ
る
重
構
内
妻
首
宅
囲
耳
大
章
ど
が
、
冊
v
え
つ
け
量
て
母
心
配
さ
れ
る
部
分
だ
が
、
同
社

に
持
っ
て
開
っ
て
、
目
用
が
で
き
る
化
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
な
が
ち
出
需
の
圃
査
に
よ
る
と
方
l
ル
電
化
の
4

己

と

だ

。

る

。

L
D
住
宅
で
、
一
カ
厘
芳
一
千
円
、

展
示
一
噴
出
雲
紹
介
す
吾
と
、
ま
た
、
あ
の
竃
劃
置
を
買
い
た
蝿
夜
電
力
重
注

b
F安
く
な

大
き
く
五
つ
の
ス
ペ
ー
ス
に
分
か
れ
い
が
聞
い
己
主
る
か

ω配
、
ど
ん
る
と
い
う
。
瞳
外
な
安
至
。
私
た

て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
l
は
、
展
覧
会
な
も
の
か
使
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
ち
に
も
M

ラ
・
ベ
ル
ピ

J
な
&
吉

平
グ
ル
ー
プ
街
究
の
作
品
穿
を
躍
の
た
め
に
哩
気
構
器
宇
貢
レ
出
し
て
は
も
っ
手
ゐ
多
」
く
近
さ
ま
で
来
て

一
市
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
。
ス
ペ
l
い
る
。
大
型
の
も
の
は
持
ち
運
び
に
い
る
己
弁
扉
句
、
ニ
つ
の
展
示
咽
を
週

ス
2
は
、
エ
レ
ト
ピ
ア
で
見
ら
れ
た
問
睡
が
あ
る
の
で
、
片
手
で
準
品
じ
て
里

g
Sち
れ
弓

オ
ル
電
化
キ
γ
テ
ン
で
、
料
理
摘
量
増
の
も
の
ニ
四
器
圏
、
一

一
九五口

習
や
ち
ょ
っ
と
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
に
が
現
在
同
襲
名
て
い
る
。
や
は
り

nu 
アピ卜lv 

を
よ
苧
に
つ
く
り
、

一
生
睡
由
に
生

生
き
て
き
た
人
の
知
恵
を
聞
き
、
広

く
し
そ
れ
亭
主
苓
と
め
た
と
い
う
。
た

く
さ
ん
の
人
と
の
出
金
い
が
つ
く
っ

た
本
で
、
と
れ
な
ら
自
分
で
も
で
き

そ
う
と
い
う
ア
y
ト
ホ
l
ム
な
幌
し

み
が
あ
る

た
だ
、

H

で
あ
る
d

闘
と
が
ま
す
du

調
の
入
旦
芯
じ
っ
た
文
章
は
、
多
少

ひ
っ
か
か
っ
て
H
a
f色
い
の
と
、

車
の
田
に
出
て
く
る
写
真
は
回
漕
胴

4

氏
の
も
の
で
一
、
本
文
と
間
開
な
く
、

欄
県
上
の
工
夫
と
思
わ
れ
る
が
、
己

れ
に
つ
い
て
も
、
前
・
き
で
一宮
ふ

れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

(「
私
の

老
い
輔
、
え
」
は
、
文
化
出
版
閏
九

百
八
十
町
4
自
分
の
老
い
と
つ
き
あ

う
」
は
宇
一
問
調
肩
千
三
百
円
〉

「
お
ん
な
三
代
足
時
蜘

き
平
一
ル
ヴ
ァ
書
官房
刊

俵
筋
子
著

" 

』陣

!r"~・

• 
l 与 1

野W

IlifH 
全8

「
自
分
の
老
い
と
つ
き
あ
う
」

掌
陽
書
房
刊

合

成

伊

滅

的

I
ぞ
れ
ぞ
れが
叫
山
間

お

ん

な

砂ノノ/
代

" 

西
沢
江
美
子
著

t可， ， 

母
ー
l
著
者
l
l
摺
と
い
う
、

一-一

代
の
宜
が
ど
ラ
生
き
、
何
を
曹
え
て

き
た
か
、
自
伝
聞
に
女
性
問
題
を
つ

づ
っ
た
#。
著
者
の
掴
揖
を
聞
い

た
欄
蝿
者
が
、
あ
あ
い
エ
コ
話
を
そ
の

ま
ま
本
に
し
た
い
、
と
い
っ
た
の
が

こ
の
本
の
で
き
る
き
っ
か
け
だ
与
え
J

で
、
そ
の
た
め
、
幅
し
肯
襲
闘
で
.

か
れ
て
い
る
。

父
母
に
か
な
り
、
自
由
に
太
切
に

宵

τ6れ
「
占
堅
c
ん
だ
が
、
十
五
年

目
に
し
て
H

弟
8

が
生
ま
れ
た
と
た

ん
、
跡
と
り
の
座
か
ら
す
べ
り
栴
ち
、

チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
る
自
に
自
分
は
、
H

代

用
品
N

だ
っ
た
と
思
う
。
よ
植
学
世

惑
チ
に
も
シ
プ
い
闇
童
」れ
、
金
の

か
か
ら
均
地
元
の
圏
実
と
い
う
己

と
で
大
阪
外
組
大
学
へ
進
む
。

革
業
す
る
と
己
ん
ど
は
女
下
も

司
、
と
い
う
求
人
曹
は
三
枚
し
か
な

い

i
と
い
っ
た
思
い
出
の

一
つ
一

憲新の電化般冊を世って料理をすることIJ'<!ぎる
光が丘キッチン

-7
・
ベ

ル

ビ

l

幻

一T
WA
耳
4
車
京
都
調
布
市
深

大
寺
開
町
八
丁
目
三
=
一富
田
号
一

世

0
4う
ち
τ
4
4
・
つ
γ
+
i

l
(
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
)

T
E
P
C
Oプ
ラ

ザ

・
光
が
丘
〒
1
7

6
南
京
都
腕
時
区
光
が
丘
五
T

回
一
番

一
号
光
が
丘
ヲ
イ
7
.

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
I
M
A
3
F

e
EQ
?
日
I
6
0甲
b
…

っ
か
ら
、
自
陥
円
、
女
の
問
題
M

が
厚

章
ょ
っ
T
と
雫
雪
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
割
ん
で
い
て

一
章
一
ぢ
た

れ
る
り
は
、
臨
さ
ん
の
こ
と
を
書
U

て
い
る
く
だ
り
さ
宮
古
士

一盟
で

両
親
に
離
種
己
れ
た
姐
苧
ん
は
、
思

春
聞
の
こ
ろ
一
母
の
強
い
生
き
方
に
反

発
し

J
マ
の
よ
う
よ
女
ド
ほ
な
ら

な
い
N

と
い
い
、
女
性
解
放
運
動
に

も
間
心
在
一
否
cな
か
っ
た
。
が
、
自

分
が
就
職
す
7β
互
に
な
っ
て
は
じ

め
て
、
母
mz竹
重
方
に
共
慰
霊
吊
し

n暗
聞
す
る
N

親
子
の
掴
弓
中
野
の
串
公
選
の

第
一
回
の
噴
同
委
固
を
し
、
女
性
民

世
帯
を
つ
く
っ
て
が
ん
ほ
っ
て
い
る

程
式
ん
に
し
て
こ
う
し
た
悩
み
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、

た
し
か
な
母
娘
の
連
帯
が
で
き
て
い

る
。
感
動
的
で
あ
る
。
(
ミ
永
ル
ヴ
ァ

-
P主
一
百
円
〉

" 

お気軽にご参加くださいf

全信一斉一-7月31日(劃まで

-ウラント憤ゼミナール

・外国債券ゼミナール

・オール重正券貯蓄ゼミナール

⑨女性のためのゼミナールも特別開講しま菅h

*イベント資料は豊富にご用意いたしました。

を設け、さまざまなご相談を承ります。

大ゐをふ

今
年
の
耽
逼
方
置
で
は
、
道
府
県
輔
、
市
区
融
合
、
町
村
安
茅
益
わ
什
器
と
、
合
計
九
百
主
主
ハ
人
の
い
か
o
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大

切
」
と
報
告
し
た
。

晴
人
蝿
員
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
、
前
回
(
一
九
八
四
年
)
と
比
べ
る
と
二
盲
七
十
四
人
の
噌
。
一
九
四
七

こ
れ
に
対
し
、
土
井
さ
ん
は

「
温

年
(
昭
三
己
、
主
性
h

住
所
、
初
め
て
脅
政
帽
を
行
傍
υて
以
来
、
軍
高
包
量
者
が
出
芯
」
完
凡
な
る
。

挙
は
絶
対
に
勝
た
な
き
ゃ
ダ
メ
と
い

大
々
的
な
遣
に
、
大
い
に
貴
重
く
し
て
い
争
在
た
ち
だ
が
、
比
率
で
号
と
、
適
時
震
で
は
、
ニ

・

う
の
が
銑
内
勝
つ
た
め
の
立
隈
楠

ニ
健
市
区
睡
で
は
四
・
八
鋭
、

町
村
踊
で
は
一

・
=
一一骨
と
、
琵
九
妻
、
し
か
し
、
今
回
の
成
蝿
は
、
思
聞
な
の
だ
。
区
長
市
豊
に
な
ら
な
け

民
定
の
型
車
重
用
す
る
と
い
う
、
女
性
た
事
大
き
な
目
的
革
た
す
た
め
の
、
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・

干

れ
ば
政
相
星
空
乏
い
」
と
置
し

ド
に
な
る
と
し
て
、
選
警
を
援
り
逗
り
、
己
れ
か
ち
に
鼎
げ
て
い
己
予
と
、
県
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
五
月
十
い
一
置
。
今
回
の
宜
性
の
醐
埋
は
、

一二円
O
四

六
日
(
土
)
、
事
・
お
茶
の
水
の
日
仏
金
闘
の
、
「
一
冗
聞
に
変
7Z
去
J

、
日
本
の
政
治
チ
ャ
ン
ス
革

隅
席
の
も
と
に
、
「
み
ん
な
で
容
れ

す
な
f
」
(
呼
び
か
廿

l
奔
た
が
主
支
え
ザ
@
虫
、
車
墓
蚕
連
合
会
ほ
か
)
で
は
、
地
壇
と
日
本
の
政
拍
ば
怖
く
な
い
」
式
の
政
由
に
対
す
る

を
回
り
台
安
正
、
約
三
百
余
人
が
掴
ま
り
二
」
れ
な
口
の
H

女
の
政
炉
に
つ
い
て
盛
し
由
っ
た
。
国
民
り
危
開
時
隼
活
か
色
遣
の
い

と
の
目
、
日
仏
童
館
大
ホ
l
ん
で
山
千
里
(
作
家
)
さ
ん
ち
八
人
で
、
己
そ
、
成
熟
し
て
世
し
い
、
と
青
い
た
中
曽
根
阪
泊
を
、
政
柏
が
、
政
覚

は
、
今
度
の
選
挙
を
量
り
逗
り
、
己
選
挙
戦
宇
踊
っ
た
人
た
ち
か
ら
の
現
た
か
っ
た
」
冬
山
ベ
た
。
や
政
拍
車
の
た
め
に
あ
る
の
骨
九
日
な

れ
か
円
あ
政
出
#
P
ち
奪
え
て
い
く
明
報
告
、
コ
メ
ン
ト
、
金
調
と
の
フ
部
調
の
補
選
で
、
当
選
し
た
三
井
い
と
の
見
方
か
ら
、
市
民
が
守
り
か

か
を
唱
え
弓
リ
l
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
さ
ん
は
「
宜
野
ズ
ラ
リ
(
型
)
ら
攻
撃
に
出
た
の
だ
実
析
す
る
。

韓
国
の
民
走
を
求
め
て
宴
主
に
変
γ

え
て
い
己
主
、
自
停
の
反
朝
、

パ
ネ
ラ
!
と
し
て
畳
壇
し
た
の
買
車
・醐
馬
区
長
週
に
出
馬
、
全
と
並
ん
で
し
か
も
、
政
治
の
己
戸
を
嘩
岡
市
調
遡
#
手
伝
っ
た
山
申
さ
が
三
発
州
の
市
民
、
学
生
た
ち
が
反
核
の
蹄
#
授
縛
し
た
。

は
、
本
尾
良
(
欄
馬
区
豊
候
補
)
、
図
的
に
話
聞
と
な
っ
た
本
尾
さ
ん
語

2
口う
J
」
れ
は
世
の
中
が
伊
〕
ん
は
、

「主
主
元
気
に
な
っ
て
男
も
戒
壇
m
p衝
突
、
多
く
の
禍
牲
者
を
ま
た
台
車
内
か
ら
は
商
ル
l
ス
さ
ん

一-一井
マ
リ
子
貧
富
晒
虫
輔
君
、
は
、
「
今
度
の
撃
は
、
市
民
運
動
ず
つ
変
わ
る
兆
し
で
は
な
い
か
。
己
っ
ち
れ
て
元
鼠
に
な
雪
」
と
呼
び
出
し
た
「
光
州
事
件
か
ち
」
七
年
。
〔
台
国
間
女
性
開
措
セ
ン
タ
ー
理
事
〉

甑
回
葱
胆
(
川
崎
閉
揖
品
開
暗
号
、
の
延
長
と
思
っ
て
い
る
。

H

惜
敗
M

れ
か
ら
は
、
区
蝿
と
襲
警
J

レ
ー
を
か
け
た
。

と
の
「
光
州
事
件
」
宇
意
れ
で
は
な
と
、
周
型
車
さ
ん
(
民
遭
党
暗
号

小
島
ゆ
み
子
〈
噸
一
陣
市
長
慎
号
、
と
か
融
廿
た
と
い
う
己
と
は
#
使
う
と
っ
て
い
き
た
い
」

。

国
開
関
保
か
ち
、
今
回
の
漕
畢
を

5
な
い
と
、
ア
ジ
ア
の
女
た
ぢ
の
宏4
量
の
包
天
が
発
酋
電
。

土
井
た
か
子
(
芸
莞
委
員
き
、
の
は
時
き
で
は
な
い
。
も
う
一
揮
で
神
車
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
色
川
崎
見
た
国
弘
さ
ん
は
、
「
政
桔
が
不
調
主
閣
の
「
光
州
七
周
年

・
ア
ジ
ア
女
牧
師
の
夫
が
政
拍
犯
を
か
く
ま
っ

国
弘
正
雄
貧
富
際
大
学
教
号
、
区
長
の
一
警
出
し
た
と
報
告
し
て
拍
車
に
量
の
信
古
色
「
生
活
に
な
る
ル
撃
に
な
る
o
富
が
個
性
と
の
理
帯
と
堅
固
量
い
」
が
、
た
と
い
う
警
護
さ
れ
、
自
分
も

山
中
恒
(
兜
麗
臨
み
物
作
号
、
中
く
」
と
述
べ
、
「
早
常
、
家
失
う
己
す
る
市
民
で
あ
る
之
と
か
ら
、
出
購
入
の
申
究
開
を
尊
っ
た
の
が
、
己
し
れ
ま
十
五
日
、
東
京
・
前
九
告
の
東
京
山
手
政
拍
犯
の
曹
に
さ
れ
た
高
さ
ん
は
、

.

主

唾

i圃
E・

と
な
く
闘
え
た
」
と
、
今
回
の
理
事
を
凶
器
軍
」

。
融
合
は
μ
タ
テ
マ
エ
グ
で
の
鞘
争
。
政
山
閣
を
一
盛
り
の
人
に
鞍
A
E
f
H

聞
か
れ
、
六
十
人
を
坦
喜
一
岳
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
、

園

一

副

・

噛

を

仮

り

返

る

。

語

感

一

帽

に

あ

吾

と

三

で

、

若

手

足

ダ

メ

。
音

量

人

た

ち

が

置

し

た
o

「
書
留
は
朝
、
結
婚
し
て
か

凋
:

一
.

.

 棺

本
尾
さ
ん
が
、
高
襲
撃
た
市
民
だ
か
ち
政
安
Z
9
る
と
い
う
の
章
、
政
党
ぺ
政
拍
車
に
ギ
ヨ
ッ
ト
蝿
舎
で
は
、
監
「
自
由
光
州
一
色
葉
、
老
い

E
Z警
一一
定

魁

幸

子

-
圃
・
回

会

同

古

一

通

.

仏

の
は
、
区
民
自
量
署
名
が
あ
が
通
話
い
さ
」
ろ
。
「
書
す
る
ず
る
も
の
を
与
え
た
の
で
は
な
い
九
八
O
年
五

E
宝

章

、

算

審

毒

き

れ

生

き

で

き

た

努

園

i
プ

園

周

回

っ
た

2
、
相
手
騒
が
汚
職
し
た
人
間
と
し
て
何
を
や
り
た
い
か
目
的
か
。
晴
人
の
童
、
務
長
賄
視
し
ゃ
よ
皇
ん
の
翌
日
、
言
に
七
i

富
犯
の
警
な
っ
て
、
初
め
て
揖

沼

;

一

一周

十

」
と
が
あ
る
己
と
、
田
畑
区
政
の
継
を
も
っ
て
量
っ
て
い
主
い
」
た
聞
に
は
、
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
音
福
岡
で
語
れ
た
「
闇
ア
ジ
聞
を
も
っ
て
生
き
る
己
負
っ

し

i
i
圃

聾

輩
、
君
事
、
女
性
の
政
煎
決
定
雪
一
つ
の
首
長
費
重
県
需
車
じ
た
の
一
喜
な
い
だ
雪
ア
喜
善
〈
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
弓
台
閣
で
は
、
反
乱
開
主
主

E

a

b
の
塘
へ
事
開
か
れ
て
い

Z

-橿原
市
で
闘
っ
た
小
島
さ
ん
は
な
こ
れ
量
と
市
民
の
変
化
の
寝
室
〉
に
出
席
し
た
、
韓
実
に
代
っ
て
霊
に
闘
っ
て

印

画
h

を
事
で
き
る
と
い
う
四
点
か
ら
。

「
一
人

一
人
富
士
重
警
聞
い
な
第
五
白
兆
し
で
は
な
か
っ
た
か
」
国
、
語
、
イ
ン
ド
の
女
性
た
ち
も
い
る
晴
人
主
ぃ
。
己
れ
ま
で
は
轟

E1
8
翌

「
撃
の
白
(
当
醒
日
の
号
、
お
さ
ま

E
と

い

う

。

悪

名

言

語

喜

び

参

加

レ

、

ア

ジ

ア

室

主

へ

の

軍

最

高

間

す

る

吉

だ

司

編

胎

聖
書
の
農
は
、
日
の
丸
の
小
小
島
完
が
高
捕

分
の
た
め
世
々
遅
れ
て
い
る
。

国
の
公
衆
暗
生
総
周
医
朝
宮
も

「
タ
パ
コ
は
が
ん
の
康
国
iv

妊
娠
障

害
も
起
き
る
」
と
ハ

ッ
キ
リ
胃
っ
て

い
る
。「
こ
の
揮
に
、
仔
政
が
市
民
の
瞳

康
を
守
る
た
め
に
、
科
学
的
な
デ
ー

タ
に
蔓
豆
、
開
買
を
ふ
る
っ
て
現

行
し
て
い
る
」

民
間
の
運
動
団
体
に
は
、
医
学
系

の
耐
団
法
人
組
輔
が
多
く
あ
り
活
幽

し
て
い
る
。
瞬
間
闇
習
会
審
開
い
た

り
、
禁
問
ポ
ス
タ
ー
#
杢
国
の
医
師

-投資信託ゼミナール

・転換社債ゼミナール

Jレ
ール

多彩なイベントを開講

・株式ゼ

・外国株式 ナ

ナ
ミゼ

超低金利時代の今こそ、貯蓄にも富IJ

意や工夫がほしL、もの。 rタてイワの貯

蓄大学」なら、あなたの知らないチエ・

コツ・ヒントも、上手な財テクポイントも

すくーにマスターできます。そろそろボー

ナス・・ さっそく、〈タ河ワ〉て、幸庁し~ ''? ;f、

ーチャンスをつかんでみませんか。

EE盛冨~!l冨lï亙 lÕ.iiI旗圃・ー-ー-后頭では

一

エンジンがフラスの枠を趨えた。

ツインカム.この究極のメカニズムを身近なもの

仁、ιう思想から生まれたハイメカエンジンンリ
ーズ第3~単05∞令4îに拡載)。クラスの常訟

を塗り変える高性能低燃費エンジンです。

カタチがクラスの枠岳趨えた。

世界のカーデザインの先端を行〈‘高品質で

のびやかなプロボーンヨン~4ドアセダンのこれ

からを予見さぜるフオルムでt
室内がクラスの枠を超えた。

明らかに，、イクラス.Lよ〈肘心地のよいキャビン.

使い勝手のよい装編。車る人伝やさし〈包み

こむインテリアを主IJlしました.

排質量ゃ"ワーとUう既成(f)尺度を超えた、

ニューデレードセダン、カローラ。トヨタ50年の

筏帽の結晶であり、二れからの新しい時代

90'手代に向けた、まった〈新しいクルマでも

ミニキッチン洗面 シャワ一室ユ=ット (結晶・滑曙虜)サウナ (衣類乾廟も)保南庫
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吉
原
美
樹
(
仮
名
)
二
十
六
歳
。

電
気
会
社
に
勤
め
て
、
今
年
で
四
年

目
。
乙
の
春
、
車
を
買
う
こ
と
を
決

意
し
た
。
美
樹
は
、
高
校
時
代
か
ら

の
親
友
と
、
部
屋
和
信
り
、
ア
ー
バ

ン
・
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、

週
一
回
の
習
い
ご
と
と
、
友
人
た
ち

と
開
く
週
末
の
パ
ー
テ
ィ
、
そ
し
て
、

時
た
ま
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
る

他
は
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
休
白
:

:
。
と
ん
な
生
活
の
繰
り
返
し
に
、

最
近
、
ち
ょ
っ
と
今
あ
き
て
き
た
と
乙

ろ
だ
っ
た
。

H

伺
か
ス
カ
ッ
と
す
る
乙
と
、
な

い
か
な
H

そ
ん
な
時
、
同
じ
課
の
、
新
入
社

員
が
H

自
分
の
車
を
貿
っ
た
H

と

は
し
ゃ
い
で
い
る
の
を
耳
に
し
た
。

「
先
週
は
、
奥
多
摩
ま
で
行
っ
て
き

た
」
「
今
度
は
伊
豆
ま
で
行
っ
て
み

よ
う
と
思
う
の
」
休
憩
時
聞
に
は
し
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受E

ゃ
い
で
彼
女
が
そ
ん
な
話
し
を
す
る

の
を
、
ボ
ン
ヤ
リ
聞
き
流
し
て
い
た

美
樹
だ
っ
た
が
、
ふ
と
、
自
分
も
買

お
う
か
ー
ー
と
思
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
家
族
と
暮
ら
し
て

い
る
乙
ろ
は
、
父
親
の
揮
を
さ
ん

ざ
ん
乗
り
回
し
て
い
た
ん
だ
っ
け
。

都
心
に
友
人
と
住
む
よ
う
に
な
っ
て

か
ち
は
、
交
通
の
便
は
も
っ
ぱ
ら
電

車
。
会
社
ま
で
は
、
三
十
分
も
か
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
に
車
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
休
み
に

マ
イ
カ
ー
で
遊
び
に
{
ケ
¥
な
ん
て
考

え
て
も
み
な
か
っ
た
・
・

・。

車
を
買
う
と
い
っ
て
も
、
セ
ー
タ

ー
や
く
つ
下
を
買
う
の
と
は
わ
け
が

違
う
。
美
樹
は
、
し
っ
か
り
者
の
ル
ー

ム
メ
イ
ト
奈
穂
に
相
談
す
る
乙
と
に

し
た
。美樹
が
、
目
を
つ
り
て
い
る
車
は
、

一
五
円

δ
∞
の
小
型
薬
用
車
。
買
う

な
ら
絶
対
、
新
車
と
決
め
て
い
る
。

価
格
は
サ
イ
フ
の
中
身
と
相
談
し
て

約
百
三
十
万
円
程
度
。
乙
れ
な
ら
、

駐
車
場
が
借
り
て
も
、
何
と
か
口
、
|

ン
を
組
め
ば
払
っ
て
い
け
る
。
美
樹

は
そ
う
踏
ん
だ
。

「
私
、
車
を
買
お
う
と
思
つ
の
だ

け
れ
ど
ど
っ
か
し
ら
」
と
言
。

「
あ
な
た
の
サ
ラ
リ
ー
で
払
っ
て

い
け
る
の
?
」

ロ
l
ン
を
組
め
ば
何
と
か
な
る
:
・

.・
。
頭
金
を
払
っ
て
、
ボ
ー
ナ
ス
を

年
一
一
回
あ
て
て
、
月
々
ニ
万
円
程
度
。

ガ
ソ
リ
ン
代
や
駐
車
場
の
の
レ
ン
タ

ル
料
を
含
め
て
四
万
円
ぐ
ら
い
に
す

れ
ば
、
一
か
月
の
給
料
は
十
七
万
円

だ
か
ら
、
家
賃
を
払
っ
て
も
何
と
か

な
り
そ
う
・
•. 

奈
穂
は
、
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
が
、

眼
鏡
の
フ
レ
ー
ム
に
手
を
添
え
な
が

色
言
っ
た
。

「
あ
な
た
、
大
事
な
乙
と
を
忘
れ

て
い
る
わ
よ
。
」

「
え
っ
引
」

「
税
金
よ
」

「
:
:
・
」

「
単
に
は
、
多
く
の
税
金
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
の
よ
。
あ
な
た
が
、
車

の
保
有
者
に
な
る
だ
け
で
、
物
品
税
、

自
動
車
取
得
税
、
自
動
車
重
量
税
、

自
動
車
税
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
わ

ね」
「
・・:・
?
」

「
物
品
税
は
ね
、
自
動
車
だ
け
で

な
く
、
ス
テ
レ
オ
や
V
T
R、
ピ
ア

ノ
、
賃
金
属
、
毛
皮
な
ん
か
に
か
か
っ

て
い
る
税
金
。
い
わ
ゆ
る
賀
沢
品
に

か
け
ら
れ
て
い
る
税
金
ね
」

「
で
も
、
自
動
車
は
箆
沢
晶
と
は

思
え
な
い
。
だ
っ
て
、
全
世
帯
の
七

O
%
が
マ
イ
カ
ー
を
持
っ
て
い
る
っ

て
い
う
じ
ゃ
な
い
の
。
箆
沢
品
ど
こ

ろ
か
、
宍
通
の
便
の
懇
い
地
方
で
は
、

生
活
必
需
品
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
?
」

「
ぞ
う
ね
。
こ
れ
は
、
昭
和
十
年

代
に
当
時
の
日
本
の
政
府
が
、
戦
争

の
軍
資
金
集
め
の
た
め
に
作
っ
た
税

制
だ
か
ら
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
ろ

の
自
動
車
と
い
え
ば
、
質
沢
の
緩
み

よ
ね
」「
そ
ん
な
首
の
こ
ろ
と
、
同
じ
よ

う
に
吸
わ
れ
て
い
る
の
?
」

「
ぞ
う
、
し
か
も
、
自
動
車
以
外

V"I畠信吃-"，ァ、、
I~' 、 J

< 6 > '{，~ 'dJ;i -← 
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エ
ナ
メ
ル
質
に
包
ま
れ
て
い
て
、
体
の
中
で

一

番
、
硬
い
の
で
す
。
歯
根
部
を
包
ん
で
い
る
の

は
セ
メ
ン
ト
質
、
骨
に
似
た
硬
さ
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
五
回
に
わ
た
っ
て
歯
の
廃
史
や

大
切
さ
に
つ
い
て
、
お
話
し
レ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
歯
そ
の
も
の
が
、
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
余
り
に
知
ち
な
さ
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
今
回
は
H

樹
H

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

Q

あ
な
た
(
歯
牙
)
は
、
ど
ん
な
形
を
し

て
い
る
の
で
す
か
0・

A

口
を
開
け
た
時
に
皐
え
る
部
分
は
、
私

の
H

全
身
H

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
冠
と
い
っ
て
、

私
の
ρ
上
半
身
H

と
も
言
べ
き
部
分
。
残
り
半

分
は
歯
根
と
い
っ
て
、
顎
(
あ
む
)
の
骨
と
歯

肉
の
中
に
あ
っ
て
見
え
ま
せ
ん
。
歯
冠
部
は
、

雪現琶撞毒事富喜重量

一度むし歯になると絶対元に戻らない

(第 3種劃更物認可j第 833号

H
J

.

り

・

川
一

会

よ

5

一

回

開

hr

の

醐
一

日

師

、

寸
」
』
し
し
ご

一

山

口

、

も
よ
、
一
一
嘩
ポ

税

一
下
・
「
」一

一
一

一

蹴

レ

…

量

ω
一
一
一
一
一
一
竺
・F
一

一

白

A

出
島
額

日
一
"
一
二
一

剛
一
』
-
4
一

一

本

M

H

車

用

一四
一
リ
二
fi

一
工

E
T
…

動
流

m
一

亡

二

二

一

叫
一

位

J

自

の

M
↓
一

一
↓
ー
よ
一
一

一
汁
一

の
物
品
税
率
は
、
大
体
一
五
警
の

一

(

へ

一

一

一

一

二

三

附

一

に
、
自
動
車
だ
け
が
、
小
型
乗
用
車
…

惚

慨

。一旦

L

f
二

竺

ニ

」

で
一
八
・
妻
、
普
通
乗
量
で
て
…

鍛

峨

明
石
三
一
日
一

一

二

一

三
%
と
い
う
高
い
負
担
率
。
車
よ
り
…

道

-

一
一
一
一

一
一
一
-
-
-

も
ず
っ
と
賀
沢
な
は
ず
の
ダ
イ
ヤ
モ
…

3

」

「
L
「
|」
「

」

「

L

-

a

I

3

・

ン
ド
の
指
輪
が
一
五
%
な
の
に
ね
。

…

同

封

引

…

で
も
ま
あ
、
物
品
税
は
買
う
時
だ
け

支
払
う
も
の
で
、
し
か
も
、
価
格
の
る
の
よ
。
自
動
車
に
か
か
る
税
金
の
路
整
備
の
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
る
の

の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
あ
使
い
道
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
な
ち
、
特
定
財
源
の
枠
の
中
に
入
る

ま
り
H
払
っ
た
H

と
意
識
し
て
い
る
る
の
よ
。
一
つ
は
、
道
路
建
設
や
道
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
0・
と
乙
ろ

人
は
少
い
で
し
ょ
う
ね
」
路
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ
る
目
的
税
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
法
律
上
は

「
で
も
、
と
て
も
不
公
平
な
扱
い
(
特
定
財
源
)
。
も
う
一
つ
は
、
国
一
般
財
源
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い

を
受
け
て
い
る
わ
け
ね
:
:
:
」
が
使
い
方
を
ま
か
さ
れ
て
い
る
智
通
る
の
ね
」

「
今
や
、
資
沢
品
と
も
言
え
な
い
税
(
一
般
財
源
)
ね
。
目
的
税
の
中
「
じ
ゃ
あ
、
道
路
の
た
め
だ
け
で

車
に
、
物
品
税
が
か
か
っ
て
い
る
乙
に
含
ま
れ
る
の
は
、
錦
絵
円
油
税
、
地
な
く
、
他
の
乙
と
に
使
つ
で
も
か
ま

と
に
、
大
い
に
義
憤
を
感
じ
た
よ
う
方
道
路
税
、
自
動
車
取
得
税
、
物
昂
わ
な
い
と
い
う
わ
け
?
失
礼
し
ち

ね
。
で
も
一
番
、
頭
に
来
て
ほ
し
い
税
。
自
動
車
税
は
普
通
税
に
入
る
わ
や
う
じ
ゃ
な
い
の
。
で
も
ど
う
し
て
、

の
は
、
霊
E
税
ね
」
け
だ
け
ど
、
ど
っ
ち
か
は
っ
き
り
わ
そ
ん
な
や
や
乙
し
い
乙
と
に
な
っ
た

「
重
量
税
と
い
う
と
、
車
が
走
る
か
ら
な
い
の
が
ρ
霊
昆
税
H

な
の
よ
」
の
か
し
ら
」

と
道
が
傷
む
か
ら
払
え
と
い
う
も
の
「
で
も
、
車
で
道
路
が
傷
む
と
い
.
「
重
畳
税
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
、

な

の

?

」

う

理

由

の

も

の

な

ら

、

そ

の

補

修

と

財

源

不

足

に

陥

っ

た

『

第

六

次
・
道

「
簡
単
に
言
え
ば
そ
っ
い
う
と
と
か
、
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ
る
ん
じ
路
整
備
五
ヶ
年
計
画
』
を
助
け
る
た

ね
。
だ
け
ど
、
こ
の
税
金
に
は
、
閥
解
ゃ
な
い
の
か
し
ら
」
め
に
登
場
し
た
税
金
な
の
ね
。
こ
の

飼
不
思
議
な
こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
-
あ
「
そ
う
。
だ
か
ら
、
重
量
税
が
道

品
燃
側
州
側
側
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一

色

一

六

や

宍

・

f斗

-
沖
縄
に
と
っ
て
ス
パ
イ
防
止
法

介
坪
悼日
時
:
・
6
月
3
日
(
水
)
問
時

場
所
:
す
ぺ
l
す
・
し
よ
う
中
野

(
東
京
都
中
野
区
5
ー
μ
l
m
1
2

0

1
g
0

3
・
3
8
9
・
0
5
3

6
)
講
演
・
:
太
田
武
ニ
さ
ん
(
沖

縄
研
究
会
)
主
催
・

・消
す
な
f
わ

れ
色
の
表
現
連
絡
会
議
官
0
3
・
4

白
メ
リ
Zι

.
n
d
A

畠.
v
幻
ア
卜
リ
エ
.
ヌ
ム
小
l
コ
ン

ペ
ク
リ
エ
l
タ
ー
た
ち
が
ユ
ニ
ー
ク

歯
の
形
に
よ
っ
て
、
歯
冠
も
歯
根
も
形
が
遣

い
ま
す
。
前
歯
は
と
の
両
方
と
も
簡
単
な
形
を

し
て
い
ま
す
が
、
奥
歯
は
複
雑
な
形
を
し
て
い

ま
す
。
樹
冠
に
は
グ
岐
頭
H

と
い
う
小
さ
な
高

ま
り
が
あ
り
ま
す
し
、
歯
根
は
二
本
以
上
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
歯
冠
と
歯
根
の
境
い
自
に
く

び
れ
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
歯
頭
(
け
い
)

H

と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

Q

休
の
中
で
、
一
番
硬
い
っ
て
、
ほ
ん
と

う
な
の
?

A

実
は
、
骨
よ
り
も
硬
い
の
が
私
。
私
は
、

前
項
で
お
答
え
し
た
よ
う
に
、
上
半
分
は
エ
ナ

メ
ル
質
、
下
半
分
は
セ
メ
ン
ト
質
を
ま
と
っ
て

い
る
ん
で
す
が
、
神
経
や
血
管
の
あ
る
歯
髄
、

ま
晶
、
言
つ
な
れ
ば
歯
の
中
身
で
す
が
、
こ
れ

を
と
り
囲
ん
で
い
る
の
が
、
象
牙
質
と
い
う
、

こ
れ
ま
た
硬
い
組
織
。
三
つ
合
わ
せ
て
H

一二硬

組
織
H

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
硬
さ
は
、
エ
ナ
メ

ル
質
、
象
牙
賀
、
セ
メ
ン
ト
質
の
順
。

エ
ナ
メ
ル
質
l
l
水
晶
に
近
い
硬
さ
(
モ
l

ス
の
硬
度
計
六
1
七
度
)
で
、
体
で
一
番
硬
い

組
織
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
に
も
ろ
く
、
た
や
す

く
欠
り
て
し
ま
っ
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

象
牙
質
|
1
ゐ
や
硬
さ
は
劣
り
(
周
五
i
六

度
)
ま
す
が
、
セ
メ
ン
ト
質
よ
り
も
丈
夫
で
、

適
当
な
紋
(
ち
)
密
さ
も
あ
り
ま
す
。

セ
メ
ン
ト
質
|
|
硬
さ
は
も
う
少
し
劣
り

(
同
四
1
五
度
)
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
T
J
¥
さ

ん
の
繊
維
を
骨
の
中
に
出
し
、
私
は
骨
の
中
に

吊
さ
れ
た
格
好
で
、
し
っ
か
り
と
植
わ
っ
て
い

ま
す
。Q

子
ど
も
の
時
と
大
人
に
な
っ
て
か
ら
と

数
も
形
も
違
う
の
は
ど
う
し
て
か
し
ら
。

A

私
に
は
、
他
の
器
官
に
は
見
ろ
れ
な

い
H
歯
の
交
換
。
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

お
乳
を
飲
ん
で
い
る
頃
に
は
え
る
乳
歯
は
ニ
O

本
。
小
学
生
時
代
ま
で
が
寿
命
で
す
。
乳
歯
に

代
わ
っ
て
は
え
る
一
氷
久
歯
は
、
二
八
l
三
O
本
。

一
生
、
お
使
い
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

子
ど
も
と
成
人
で
は
、
顔
や
顎
の
大
き
さ
が

違
う
の
で
、
乳
歯
は
全
体
的
に
一
回
り
一
小
さ
く
、

歯
貨
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。
乳
歯
の
エ
ナ
メ

ル
質
や
象
牙
質
は
永
久
歯
よ
り
も
漕
く
、
硬
い

組
織
の
部
分
が
少
な
い
の
で
、
乳
歯
の
む
し
歯

は
、
早
く
進
行
し
ま
す
。

令

官

タ

こ
れ
で
、
少
レ
は
、
歯
の
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
歯
は
、
一
度
む
し

歯
に
な
る
と
元
に
戻
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。
一
生
使
う
歯
、
「
よ
い
歯
で
よ
く
岐
み
よ
い

体
」
「
食
べ
た
ら
歯
み
が
き
忘
れ
ず
に
」

グ

(資
料
提
供
ラ
イ
オ
ン
歯
和
衛
生
研
究
所
)

行
方
不
明
の
四
千
億
円

知
り
た
い
か
血
税
d

の
使
い
道

骨
よ
り
も
硬
い

歯
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か

飽の外j~と内形。上は上顎中切舗、下

は下顎大臼歯。左は外形.右は内形

(縦断面)。縦断面で黒い部分はエナ

メル質、斜線の部分は象牙質、 Pは歯
髄腔である。

歯
冠
も
歯
根
も
形
が
違
う

エナメル質

歯鎚

歯と歯周組織 (僕型図)。ただし下顎

小臼儲部における前頭断面。

歯4艮撲

歯t昔骨

4艮尖孔

「よい歯でよく岐みよい体Jr食べたら歯みがき忘れずに」

小
冊
子
「
う
ま
味
調
味
料
読
本
」

意
味
で
は
、
完
全
に
道
路
獲
備
の
た

め
の
目
的
税
で
あ
り
、
特
定
財
源
と

し
て
定
め
ろ
れ
で
も
お
か
し
く
な
か

っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
法
律
上
、
普
通

税
と
さ
れ
て
一
般
財
源
に
組
み
こ
ま

れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
。
」

「
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
は
道
路

盤
備
の
た
め
で
あ
る
べ
き
重
量
税

を
、
道
路
盤
備
以
外
に
勝
手
に
使
え

る
と
い
う
こ
と
ね
」

「
そ
う
。
で
も
一
応
は
道
路
整
備

の
た
め
の
も
の
だ
か
ろ
、
道
路
に
も

使
え
る
:
:」

「
じ
ゃ
あ
、
全
然
、
道
路
に
使
わ

な
く
て
も
い
い
の
か
な
」

「
そ
う
で
も
な
い
の
ね
。
集
め
ら

れ
た
軍
貴
税
の
四
分
の
一
は
、
地
方

議
与
税
と
し
て
、
地
方
の
道
路
税
に

使
い
、
残
り
の
四
分
の
三
が
、
一
般

財
源
と
な
る
。
こ
の
一
般
財
源
に
な

っ
た
分
の
八
O
φ
は
、
国
が
つ
く
る

道
路
の
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
る
の
」

「
で
、
残
り
の
二
O
%
は
?
」

「
ρ
厳
の
中
N

・・」

「
な
ん
て
と
と
な
の
」

「
で
も
、
と
れ
よ
り
も
、
も
っ
と

す
ご
い
の
が
、
八
O
%
の
方
な
の
。

昭
和
五
十
七
年
に
、
道
路
に
投
資
す

る
予
算
が
お
さ
え
ら
れ
た
ん
だ
け

ど
、
そ
う
な
る
と
、
当
然
、
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
取
り
た
て
た
税
金
が
余
る
は

知

ら

な
発
想
と
感
性
で
、
遊
び
の
精
神
で

取
り
組
ん
だ
官
問
。
グ
ラ
ン
プ
リ
受

賞
の
「
意
図
の
あ
る
箱
」
ほ
か
「
職

場
ほ
う
き
」
「
万
事
急
須
」
「
つ
り

も
の
石
の
見
た
夢
」
「
イ
ベ
ン
ト
ウ

箱
」
な
ど
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
ユ
ニ
ー

ク
さ
が
感
じ
ら
れ
る
入
選
作
百
十
八

点
を
発
表
。

会
期

16
居
b
臼
(
金
)
l
η
日

(
水
)
会
場
・

・西
武
ア
l
ト
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
(
西
武
百
貨
后
池
袋
底
8

階
)
入
場
料
・
:
3
0
0
円
(
中
学

生
以
上
)
問
い
合
わ
せ
:
・西
武
百

貨
庖
池
袋
庖
8
0

3
・
9
8
1
・

o

l
-
-
(
大
代
表
)
※
木
曜
休
館

-

6
・
5
労
基
法
改
悪
・
変
形
労

働
時
間
の
導
入
に
反
対
す
る
大
集
会

日
時

・6
月
5
B
(
金
)
問
時
1

場
所
・
:
千
代
田
区
公
会
堂
内
容
:

【労
働
の
現
場
か
ろ
〕
電
機
、
自
動

車
産
業
に
働
く
労
働
者
、
サ
ー
ビ
ス

産
柔
に
働
く
労
働
者
、
パ
ー
ト
・
未

組
織
の
労
働
者
、
井
上
浩
(
元
労
働

基
準
監
督
官
)
さ
ん

【パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
】
東
京
ユ
ニ
オ
ン
の
女
性
労

働
者
た
ち

【パ
ネ
ル

・
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
】
「
入
閣
に
値
す
る
労
働

と
生
活
を
」
:
松
岡
三
郎
(
明
治
大

学
名
沓
教
授
)
、
中
島
通
子
(
弁
護

士
)
、
鎌
田
懇
(
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
)

さ
ん
ら
主
催
:
・
問
実
行
委
連
絡

会
0

3
・
4
0
2
・
3
2
4
4

料
理
の
奉
本
味
は
、
甘
味
、
酸
味

かん麟
(
塩
)
味
、
苦
味
と
う
ま
味
。
乙
の
、

う
ま
味
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
一
九

O
八
年
の
乙
と
だ
。
東
京
帝
国
大
学

の
池
田
菊
苗
教
授
は
、
湯
ど
う
ふ
を

ず
。
と
の
年
か
ら
、
昭
和
五
十
九
年

ま
で
に
あ
ふ
れ
た
お
金
は
、
約
四

o

nδ
億
円
。
こ
れ
が
一
般
T

会
計
に
組

み
入
れ
ら
れ
て
、
ど
乙
で
使
わ
れ
て

い
る
の
か
行
方
不
明
な
の
よ
」

「
ま
あ
、
じ
ゃ
あ
使
い
も
し
な
い

税
金
を
と
り
た
て
て
お
い
て
、
ほ
か

の
乙
と
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
じ
ゃ
な
い
の
。
本
来
な
ら
減
税

す
る
か
、
返
塁
9
る
の
が
筋
っ
て
い

う
も
の
で
し
ょ
う
。
笛
気
だ
っ
て
ガ

ス
だ
っ
て
、
還
元
す
る
と
い
う
の
に

余
り
に
も
馬
鹿
に
し
て
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
。
ユ
ー
ザ
ー
も
ユ
ー
ザ
ー
よ
。

よ
く
黙
っ
て
る
わ
ね

y
」

「
そ
う
そ
う
。
そ
の
意
気
。
あ
な

た
が
車
を
買
う
の
は
自
由
だ
し
、
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
私
が
ど
う
の
と
う
の

言
え
歪
立
場
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
私

た
ち
の
払
っ
た
H

血
税
H

が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
も
っ
と

関
心
を
持
っ
て
欲
し
か
っ
た
か
ら
。

車
を
買
う
と
い
う
乙
と
は
、
今
ま
で

以
上
に
納
税
す
る
こ
と
に
な
る
ん
だ

し
、
友
人
と
し
て
一
言
、
ご
忠
告
」

「
わ
か
っ
た
わ
。
タ
ッ
ク
ス

・
ベ

イ
ヤ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
持
て
と
い

う
こ
と
ね
、

・
・
:
と
こ
ろ
で
奈
穂
。

あ
な
た
な
ん
で
そ
ん
な
に
詳
し
い

の」
「
ン
0・実
は
私
も
車
を
買
お
う
か

と
思
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
勉
強
し
た
の
」

(
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
)
、

宮
0

3
・

。ap円
νkυ
・
凋
斗

A
U
η
t
n
o

、ハ
U
X
ベ
υ・
A
性
向

d

3
・
0
3
7
5
(
労
働
法
改
憲
と
闘

う
東
京
連
絡
会
議
)
、

宮
0

3
・
2

6

1
・
1
1
2
8
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

合
理
化
研
究
会
)

-
ふ
れ
愛
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
動

福
ま
つ
り

日
・
6
月
6
日
(
土
)

・
7
日

(
日
)
会
場
・
・
中
野
区
勤
労
福
祉

会
館
問
い
合
せ

・包
0

3
・
3

8

A
U
-
n
O白
υ

・41
i

-
女
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
上
十
ン
グ

ま
つ
り

(
「
女
の
ネ
ッ
ト
ワ

i
fン

グ」

H
学
陽
書
房
刊
H
出
版
記
念
)

日
時
:
6
月
6
日
(
土
)
ロ
時
釦

分
i
幻
時
(
開
場
・
:
ロ
時
)
会
場

:
・
豊
島
区
寸
勤
労
福
盤
語

P
A

R
T
I
「
女
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
何

を
な
し
得
る
か
0・ー
そ
の
現
状
と
展

望
i
」
パ
ネ
ラ
l
H
上
野
千
鶴
子
、

田
中
美
津
、
近
藤
和
子
、
久
田
恵
さ

ん
ら
。
日
時

ω分
i
m
m
時
鈎
分
(
大

会
議
室
)
、

P
A
R
T
E
「
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
l
・
歌
と
芝
居
の
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
」
国
家
秘
密
法
反
対

f
俳
優
座
ブ
レ
ヒ
ト
研
究
会
「
ス
パ

イ
」
上
演
、
グ
ル
ー
プ
ど
く
だ
み
コ

ン
サ
ー
ト
。
(
凶
時
鈎
分
i
口
時
釦

分
)
。

P
A
R
T
E
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
タ
イ
ム

・
熱
き
心
で
出
逢
い
た

い
」
女
の
グ
ル
ー
プ
展
示
、
ア
ッ
ピ
ー

ル
、
ミ
ニ
映
画
な
ど
、
※
参
加
希
望

グ
ル
ー
プ
は
実
行
委
ま
で
申
し
込
む

こ
と
。
慶
一
不
参
加
賀
1
0
6
0
円
、

食
べ
、
そ
の
お
い
し
さ
に
強
く
ひ
か

れ
る
。
コ
ン
ブ
の
中
に
そ
の
秘
密
が

あ
る
に
違
い
な
い
と
思
い
、
正
体
を

明
ら
か
に
す
る
研
究
を
始
め
、
つ
い

に
、
秘
密
の
正
体
が
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

先
着
順
(
第
6
会
講
室
)
。

P
A
R

T
W
「
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
大
パ
ー

テ
ィ
ー

-
み
ん
な
の
笑
顔
が
お
い
し

い
よ
/
」
女
の
グ
ル
ー
プ
l
分
ア
y

ピ
1
ル
、
デ
ィ
ス
コ
で
フ
ィ
l
パ
l
、

食
べ
て
飲
ん
で
踊
ろ
う
f
(料
理
は

す
み
れ
屋
さ
ん
)
主
催
・
:
女
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
問
い

合
せ
・
・
・
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
l
l

む
凶
五
月
堂
ビ
ル
8
0
5
ふ
え

め
い
と
舎
内
包
0
3
・
Q
耳
目
・
8

n
u
t
i
。。
-
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
ム
|
平
l

女
性
映
画
シ
リ
ー
ズ

期
間
・
・・
6
月
7
白
i
7
月
ロ
白

よ
映
時
間
;
毎
日
問
時

ω分
i
(但

し
%
、
%
、
%
は
休
映
)
内
容
-
-

U
円

H
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
「
カ
ナ
ダ
の
女

性
監
督
レ
ア
・
プ
ー
ル
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
均
時
鈎
分
開
喝
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
レ
ア
・
プ
ー
ル
さ

ん
に
聞
く
」
(
レ
ア
・
プ
ー
ル
さ
ん
、

務
合
恵
子
さ
ん
)
、
川
崎
時
か
ち
新
作

「
ア
ン
ヌ

・
ト
リ
ス
テ
l
ル
」
上
映
、

会
費
1
0
0
0
円
、
%
1
%
H
「
女

と
も
だ
ち
」
、
%
1
%
H
「
ガ
1
ル

フ
レ
ン
ド
」
、
%
i
%
H
「
女
優
フ

ラ
ン
シ
ス
」
、
%
1
%
H
「
再
会
の

時
」
、
%
i
v
m
H
「
ド
イ
ツ

・
青
ざ

め
た
母
」
場
所
:
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ

ス
(
千
代
田
線
表
参
道
3
分
)
会

費
・
8
n
D
円
問
い
合
せ
・
・
8
0

3
・
4
0
6
・
6
4
R
乙
(
ク
レ
ヨ

ン
ハ
ウ
ス
担
当

・
牛
谷
・
中
川
)

※
保
育
委
は
予
約
が
必
要

-
第
は
回
国
際
青
年
セ
ミ
ナ
ー

「
ア
ジ
ア
と
平
和
」
を
テ
1
マ
に

「
日
本
の
国
際
化
と
ア
ジ
ア
」
(
飯

坂
良
明
学
習
大
学
教
授
)
、
「
日
本

の
な
か
の
ア
ジ
ア
、
ア
ジ
ア
の
な
か

の
日
本
」
(
五
十
嵐
暁
郎
立
教
大
学

助
教
授
)
の
講
演
や
、
分
科
会
が
行

わ
れ
る
。
日
時
:
6
月
日
、
凶
日
(
日
日
午

後
2
時
開
会
)
会
場
:
国
立
婦
人

教
育
会
館
募
集
人
員

:
留
学
生
・

学
生
・
青
年
叩
入
、
一
般
初
人
参

加
賀
・・
学
生

・
青
年
H
1
3
0
0

円
、
一
般
H
ワ
ヲ
n
v
O円
、
留
学
生

H
無
料
問
い
合
わ
せ
・
:
w
I
L
P

F
日
本
支
部
(
倉
田
・
9
4
4
・
6

7
3
0
)
※
火
・
水
・
金
凶
時
l
m山

時
にa
v
日
本
婦
人
税
学
者
の
会
総
会
と

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
:
6
月
日
日
(
土
)
日
時
鈎

分
i
m
時
刊
分
場
所
・:
主
婦
会
館

松
の
間
(
中
央
線
四
ツ
谷
駅
麹
町
口

下
車
)
内
容
・
:
同
時
鈎
分
か
ら
総

会
、
川
片
時
叩
分
l
m
時

ω分
ま
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
と
科
学
と
生
活
と
」

(
パ
ネ
ラ
l
H
藤
田
千
枝
、
黒
岩
秩

子
、
山
岡
照
子
、
渡
辺
順
子
さ
ん
ら
)

会
資
:
・
5
0
0
円
問
い
合
せ
・:

日
本
婦
人
科
学
者
の
会
庶
務
の
佐
渡

さ
ん
g
0
4
7
4
・
7

2
・
1
14

1
内
線
2
7
1
(
東
邦
大
学
内
)

6
月
4
日
|

刊
日
は
歯
の
衛
生
週
間

よ
い
歯
で
、
よ
く
か
み
、
よ
い
か
ら
だ
。

ムシ歯qz原因は、みがいても落ちにくい歯垢です;
だから、酵素で歯垢を分解するクリニカDFC。

キチンとみがL、たつもりでも、みがき筏していることって多いものですL

それは、ムシ歯の原因歯垢カえオ、パネパと歯にこびりついているため。

歯垢を落とさなければ、ムシ歯は予妨できません。クリニカDFCは、歯

垢を酵素・テーキストラナーゼ、のカで分解して、落としゃす〈するハミガキ

ですhなんとL、っても、歯の健康はムシ歯予防から。 6月4日「ムシ歯

予防の日」をきっかけに、iEU、歯みがきの習慣を身につけましょ

う。ライオンは、クリニカDFCでご家族のムシ禽予防をお手伝いしますL

Oリ:"①00矛ぜ苅レ
軍軍ムシ鋪予紡ハミガキ碕畢・テキストラナザ制制tムA の原因歯垢持層 7."華町働きて酬を瞳it・
ー閥均・1111lg雇窒麗国務こどもクリ二カDFCライマ:"fJ#)iJ拭

※黒くなっている部分が、染

日本う軍隊鴫時制協会

で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
そ
の
味

を
H

う
ま
味
μ

と
名
づ
け
h
T
l
1
0

と
う
し
た
う
ま
味
に
関
す
る
と
と

が
楽
し
く
、
解
り
や
す
く
白
か
れ
た

小
冊
子
『
う
ま
味
調
味
料
読
本
』
を

日
本

2
5開
調
味
料
協
会
が
発
刊
、

希
望
者
に
は
送
っ
て
く
れ
る
。
う
ま

味
と
お
い
し
さ
の
遣
い
、
う
ま
味
調

味
料
が
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
る

か
、
う
ま
味
を
使
っ
た
料
理
な
ど
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

申
し
込
み
・
・
・
干
1
0
4
東
京
都
中

央
区
八
丁
堀
三
丁
目
七
番
七
号
原

田
ビ
ル
日
本
う
ま
味
調
味
料
協

会。

ほ キ
らチ
よン
ヲ・と

カさも

考ゑ


